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高知における人口減少時代の処方箋

日時：2025 年７月 26 日

（司会）
　皆様こんにちは。ただいまから、シンポジウム

「高知における人口減少時代の処方箋」を開会をさ
せていただきます。
　私、本日の司会を務めさせていただきます高知県
自治研究センターの折田でございます。よろしくお
願いいたします。

　ほんとに暑い日が続いております。また本日、７
月下旬で多くの行事が今開催されているというふう
にお聞きをしておりますが、そういう大変お忙しい
中、多くの皆様にお集まりいただきましたことに心
から御礼を申し上げたいと思います。ほんとにあり
がとうございます。
　本来、冒頭、東森歩理事長からご挨拶を申し上げ
るところなんですけれども、実は東森理事長には、
第２部のパネルディスカッションのコーディネー
ターを務めていただくようになっております。その
中で若干思いを発信されると思いますので、代わり
まして、私のほうからひと言開会にあたってのご挨
拶を申し上げたいというふうに思います。
　もう多くの皆様にはご案内のとおりですが、当セ
ンターは、2022 年の９月から５回にわたって、「客
観的な日本のありのままの姿を把握して課題解決を
図るきっかけにしたい」という思いを持って５回に
わたる連続セミナーを開催をしてきたところでござ
います。その内容については、お手元に資料を用意

させていただいておりますが、その４ページに記載
のとおりでございます。この中では、日本の経済の
問題あるいは教育の問題、マスコミのあり方、国と
地方の関係など多岐にわたるテーマについて、それ
ぞれの講師の皆様から現状を語っていただくととも
に、これからどう進むべきかということについての
展望も示していただいたところでございます。
　本日のこのシンポジウムは、この５回の連続セミ
ナーを総括するという目的を持って開催をするもの
でございます。大変多岐にわたる課題について学ん
できたわけでございますけども、締めくくりにあ
たっては、やっぱり極めて厳しい状況にあるわが高
知の課題に焦点を当てて、人口減少が加速する高知
の地域再生に向けてどう取り組んでいくかについて
議論をし、展望を見い出していけるような議論をし
たいということで、このシンポジウムを企画をした
ところでございます。
　この間の連続セミナーの内容につきましては、１
回目から４回目のセミナーの記録には受付のほうに
冊子を用意しております。これはご自由にお取りい
ただいて結構ですのでご活用いただければというふ
うに思います。また、本日のレジュメ、資料の５
ページから７ページにかけましては、本日の課題と
関わりあると思われる連続セミナーの１回目、４回
目、５回目を事務局がまとめたものにつきまして、
資料として掲載をさせていただいているところでご
ざいますので、参考にしていただければ幸いでござ
います。
　本日の進め方でございますが、２部制をとってお
ります。第１部は、基調講演として、高知大学地域
協働学部の中澤純治教授のほうから、「人口減少時
代の処方箋　―地域経済循環がつくるレジリエン
ス」と題する講演を受けていきたいと思っています。
その後、その講演を深めるという意味を込めまして、
パネルディスカッションを行ってまいります。
　それぞれのパネリストの皆様から、高知で今何を
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取り組まなければならないかということについてご
議論をいただきたいというふうに思ってます。この
パネルディスカッションの中では会場の皆様方から
のご意見をお伺いする時間も取っておりますので、
ぜひ皆様のご協力をいただきまして、ほんとに一歩
が進められるようなシンポジウムになればいいと
願っているところでございます。ご協力をよろしく
お願い申し上げます。
　以上で、開会にあたってのご挨拶とさせていただ
きます。
　早速第１部の基調講演に入っていきたいというふ
うに思います。先ほども申し上げましたけれども、
基調講演につきましては、高知大学地域協働学部の

中澤純治教授にお願いをしているところでございま
す。中澤先生は、後からご自分でも自己紹介があろ
うかと思いますが、2002 年に立命館大学大学院を
ご卒業後すぐに高知大学の人文学部のほうに勤務を
されて、2015 年には地域協働学部に移られて、本
年４月からは教授を務められておられます。ご専門
は地域経済論、産業連関分析等でございまして、高
知の各地域の事情や課題にも精通されておられます。
観光、環境、教育による循環型経済の創出による高
知の地域再生の方策についてお示しをいただけるも
のとご期待をしているところでもございます。
　それでは、中澤先生よろしくお願いいたします。

第１部

基調講演：「人口減少時代の処方箋　―地域経済循環がつくるレジリエンス」

講師：高知大学地域協働学部　中澤純治教授

　皆さん、こんにちは。今ご紹介いただきました高
知大学地域協働学部の中澤と申します。今日は１時
間ぐらい、「人口減少時代の処方箋」ということで
私のほうから問題提起といいますか、高知の置かれ
ている状況をこんなふうに私たちは見ていますとい
うのをちょっとお伝えして、これを改善していくた
めにはどうすべきかということを、皆さんと一緒に
考えていきたいと思います。その中で糸口になるの
はこういうことじゃないかなというのを３つほどご
提示させていただきたいというふうに思っています。

　今日お話ししたいことは４つです（資料１）。１
つは、この地域経済の問題を考える時に「割れバケ
ツ理論」と呼ばれている理論がございます。これは
いろんな例えられ方をしてるんですけども、これを
まず共有したいというふうに思っています。もう一
つは地域経済循環、今日レジリエンスというテーマ
で話をさせていただきます。地域の経済の強さ、い
ろんな変動があった時にすぐ打たれ弱くなるんじゃ
なくて、打たれ強い、強い経済をつくっていくため
に２つのアプローチがあるよという話をしたいとい
うふうに思っています。３つ目は、じゃあそれを実
現するための方向性と参考事例、こちらのほうをお
話しして、最後４つ目には、後半のパネルディス
カッションとも関わると思うんですが、今観光と環
境と教育、この３つのＫによる経済循環の創出とい
うのを考えていますので、こちらをちょっとご紹介
していきたいというふうに思っています。
　まず、簡単に自己紹介をさせていただきたいと思
います。先ほど紹介していただきましたけれども、
2002 年に高知大学の人文学部に赴任しました。僕、
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こんなに長く高知県にお世話になるとは思ってな
かったんです。けれども、子どもも２人今いますが
高知に来てから生まれまして、この職業柄ですので
ほかの大学に異動するというふうな話もあったりす
るんですけども、そんな話があって家族に相談する
と、「いや、もうお父さん１人で行って。私たち高
知に残るから」ということで、もうみんな高知が大
好きで、おそらくずっと高知大学にお世話になるん
じゃないかなというふうに思っています。
　一旦オーストリアに留学させていただいたんです
けれども、戻ってきてから 2015 年に地域協働学部
に移りました。今年で 10 年経ったんですけれども、
こちらのほうで現在教えています。専門はいろいろ
書いてあるんですけども（資料２）、地域経済です
ね、特に地域経済の見える化と呼ばれる、いろんな
経済の取引の姿を数値で表して分析していくという
ことを研究しています。それから高知大学に来てか
らずっと学生と一緒に地域に入っていろんな活動を
しながら、学生の教育、それから課題の解決みたい
なのをやってきています。それをもう一つフィール
ドとしているという形になります。

　自己紹介をあまりくどくどしても仕方がないんで
すけれども、地域経済というのはなかなか厄介でし
て、皆さんが地域経済というのを聞いた時にいろい
ろイメージを持たれると思うんです。だけれども
例えば高知県の GDP は幾らでしょうという話にな
ると、途端に分からなくなってしまいます。それ
は、普段 GDP は国の経済指標としてはよく使われ
るんですけれども、おそらく新聞紙上でも高知県の
GDP 取り上げられてはいるんですけども、それほ
どあまり主要な指標としてあまり使われてないわけ
です。地域経済というのは、どうしてもイメージと
いうか肌感覚が先行してしまって、具体的な数字み
たいなのが見えにくいので、これをしっかり表して
いくということを一つ研究の柱にしています。
　その中で環境産業の経済分析というのが２つ目に
あるんですけれども、これは環境産業そのものとい
うよりも都市と地方の関係を考えた時に、都市にな
くて地方にふんだんにある、そういった資源を使っ
てこの格差であったり関係性を変えていこうとした
時に、この環境というのが一つキーワードになるだ
ろうなということです。「高知のいいところって何

資料 1
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ですか」っていうふうにいろんな人に聞いてみると、
やっぱりこの大自然といいますか、残されている自
然というのはみんな挙げるんです。あと人柄ですと
かおもてなしですとか、食文化とかですね。こうい
うものが高知県のおそらく優位性になると思うんで
す。こういった優位性のある産業、資源を使って都
市との関係性を変えていくという研究をもう片方で
やっています。
　最後に、今日来てくれている柳川さん、まさに地
域協働学部の２期生、卒業して５年ですかね６年目
になるのかな、卒業生で来てくれていますけれど
も、彼女たちと一緒に黒潮町蜷川という集落に入っ
て地域づくりをやっていました。これをずっと続け
て 20 年間やってますので、こういったところもノ
ウハウがたまっているのかなというふうに思います。

地域経済の数量分析

　先ほど言いましたとおり地域経済、資料３は環境
省が出している地域循環共生圏の図なんですけども、
曼荼羅というふうに一部で呼ばれている行政がつく

るポンチ絵です。これ見て、あぁなるほど地域経済
こうなってるのかって分かる人はすごい理解力だと
思います。ただ、これ誇張ではないんですけれども、
ほんとにいろんな見方があって、いろんな指標があ
るっていうことで、すべてつながってるんです。こ
れだともう何をしていいのかさっぱり分からないの
で、例えば経済取引だけ抽出するとという話が、次
の資料４です。これ私たちのチームが北海道の下川
町で見える化をやった時の成果の１つなんですけれ
ども、真ん中に下川町の中心になる産業の林産業と
いうのを置いて、それと関わり合いのある産業を線
と数字で結んでいっているというものです。数字は
取引額になっていまして、お金がどっちの方向に流
れているかというのを見せていくんです。見える化
はできてるんですけども、実はこれだけだと、じゃ
あ林産業を振興した時にこの線を通じて影響が及ん
でいくわけですが、これがどれぐらいになるのかっ
ていうのはちょっと分からないわけです。影響はこ
ういうふうに線で現れるだろうなというのは分かる
んですけれども、具体的な数字が欲しいとなるわけ
です。

資料 2
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　ということで、ここで産業連関表という統計表が
出てきます。（資料５）これはノーベル経済学賞を
とったレオンチェフという学者がつくったフォー
マットなんですけれども、これ今全世界、日本で
も 47 都道府県、それから政令市が作成しています。
これは何かというと、先ほど見たこの矢印をルール
に沿って数字を帳簿のようにつけていくと、こんな
形でまとめることができます。この見方をお伝えす
るのはまた 90 分ぐらい掛かるのでここでは簡単に
しか説明しませんが、高知県内で行われている経済
取引、特に数字で幾らどこから何を買ってるのかと
いうのをまとめた表になっています。これをまた行
列のモデルを使って解いていくと、いわゆる経済波
及効果がでます。例えば農業を振興したらどれぐら
い生産額が地域で上がるんだろうみたいな、こうい
うものが分かるようになっていきます。この一連の
作業を研究でやっているわけです。

都市と地方 環境と経済の共存の方策

　資料６で先ほど出てきた環境産業というふうに書

いてありますが、高知の強みですね、なかなか市場
で取引されない環境資源であったり文化であったり、
そういうものを使って高知からいろいろ発信してい
くということです。経済取引というのは、サービス
を売って対価をいただくのでお金が入ってくるわけ
で、いわゆる外貨を稼ぐというふうな話になるかと
思います。この稼いだお金を今度中で回す、循環さ
せるのです。実は稼いでくる産業は今でもたくさん
います。だけども、実は中で取引が生じているかど
うかというのはまた別の話なんです。中でお金を回
すのが得意な産業もあります。だけども、じゃあ外
貨をたくさん外から稼いでこれてるかというのはま
た別なんです。
　具体的には、地域資源を活用して売れる商品をつ
くる、サービスをつくります。このとき、入ってき
たお金、これはじゃあ分配でっていう話でもあるん
ですけども、ただ、そのサービスをつくる際に地元
の企業さんから原材料を買っていくというふうな形
にすると、ものを生産する過程で、サービスを生産
する過程で地元の企業さんとの取引がプラスアル
ファで生まれてくるということになります。ただ売

資料 5
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れるものをつくって売るというところにプラスアル
ファとして地元の事業者さんと取引するという行程
が入ってると、そこでもう一巡お金が回るというこ
となんです。
　資料６の右側に、梼原町の木質バイオマスの概念
図が書かれていますけれども、こういった形で、中
でお金をなるべくぐるぐる回せるような形になって
います。外から入ってくる化石燃料、これを代替す
る形で木質ペレットをつくります。この木質ペレッ
トは、山にある間伐材とか未利用資源を使ってやっ
てます。つまり、ほっといたらそのまま山で自然に
戻っていく、もしくは市場価値のないものになるや
つを使って財や新しいサービスをつくって石油燃料
と代替させて、地元でこれをお金を回すことで資源
とお金が循環するという形になります。こういうも
のをなるべくたくさんつくっていきたいなというふ
うに考えているわけです。
　それはなぜかというと、この左側にあります都市
と地方の関係性、地域間の需給不均衡と財政移転と
いうふうに書いてありますけれども、多くの地方都
市と都市の関係というのはこんな関係になっていま

す。どういう関係かといいますと、地方では人です
とかお金というものがどんどん都市のほうに向けて
行っています。これはもう皆さんご存知のとおり、
例えば大学進学でどんどん高知から都会のほうに人
が抜けていっています。金、こちらのお金のほうは
なかなかあまり知られてないと思うんですが、皆さ
んが銀行に預けているお金ですね、こういうお金を
集計しますと地域の中で再投資されているお金より
も多いんです。つまり、余っています。これなぜ
かっていうと、それだけ高知の中で再投資してもい
いなという案件が少ないわけなんです。銀行は余ら
しといたら損ですから、その余ってる分というのは
地域外ですね、海外のコール市場もそうですし、地
域外のプロジェクトに投資するという形で、やっぱ
り外にお金が抜けていってしまいます。そうすると、
人とお金が抜けて、地域では経済活動をしてもすべ
て自給できるわけではありませんので、外からどん
どん財が入ってきます。とすると、これも全部対価
としてお金を払うということで、結果的にどんどん
抜けていくことになるわけです。
　地方というのは、なかなか自立できません。この

資料 6
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下のほうにありますけれども、域際取引による収支、
これは移輸出と移輸入といいますが、地域でつくっ
たものを販売する、それから地域外からのものを購
入する、この差額を見るとどうしても赤字になって
しまうのです。これもやっぱりお金が抜けていくと
いうことです。じゃあ何でその埋め合わせをしてい
るかというと、財政移転、そこをファイナンスする
ように交付税・交付金が入ってくるということにな
ります。そうすると、地域で地方で経済活動をやっ
ていろいろ頑張ってるんだけれども、結果的にはお
金と人が都市に流れて、そちらに集中的に投資され
る、そこで上がった税収なんかは、再分配という形
で地方に配分されます。そうすると、この関係って
何か都会から地方にお金をあげている、あげてるか
ら成立してるような、そういう経済の関係になって
しまってるんです。
　僕はこれは違うと思っていて、役割分担の違いな
んだというふうに主張するんですけれども、まぁい
ろんな人が「地方に何でこんなふうに交付税あげな
いといけないの」みたいな主張がどうしても出てき
てしまいます。ここをやっぱり改善したいなという

ふうに思っているところです。そのためには、今
言った環境だけでなくって、都会になくて高知にあ
る素晴らしいものをやはり都会、海外に販売してい
く戦略が必要だろうというふうに思っています。こ
れはまた後ほど後で詳しくやりたいと思います。

協働型まちづくりの実践

　最後、協働型まちづくりの実践ということで、今
みたいなものを改善していこうと思ったら、論文で
書いてというのも１つの方法かもしれないですけ
ど、やっぱり一つひとつ実践を積み重ねていきたい
なというふうに思っています。資料７はほんとに初
期の頃の活動ですけれども昔の西土佐村中組という
集落で、今から 15 年ぐらい前に学生と一緒に集落
の方々と活動して最終的には商品開発を行いました。
この過程で学生たちが地域の人にいろいろ指導して
もらいながら、学生も地域の人にいろいろ刺激を与
えながら相互に成長するっていう過程をさまざまも
う見せつけられまして、大学で僕が講義で何か話を
するよりもよっぽど勉強になるよなというふうに実
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感しました。
　こういう活動が地域協働学部をつくる原動力に
なっています。もちろん活動だけしてりゃあいいっ
て話じゃなくて、そのためにはしっかり勉強もしな
いといけないんですけど、大学で学ぶっていうとこ
ろからの起点ではなくてまず現場で学ぶ、足りない
ことを、足りない知識・経験をもう一遍持ち帰って
大学で補強する。これを現場と行ったり来たりする
という形で、今地域協働学部では学生を成長させる
ために皆努力をしています。
　この中で非常に面白い取り組みを皆とできて楽し
いんですけれども、経済だけではなくて、資料８
にあるように、運動会を 20 年ぶりに復活させたり、
今日フロアのほうに話を聞きに来てくれてますけれ
ども高知市の浅川君が学生時代にやっていた日曜市
を支援する学生団体をつくるのを支援したりしまし
た。大豊町の PR 動画、これはコロナの時代に実習
ができなくてどうしようって話になった時に、地元
の人とコンタクトとると、いろいろコロナの問題が
あったけども、自分たちだけで行って取材して映
像をつくるんやったら何とかなるよねっていうんで

こういうのをつくってみたものです。あと、もう最
近中山間のほうでも高齢者の方がどんどん亡くなっ
ていってて、その方が子どもの頃に聞いた民話とか
説話の中に実はすごい面白い地域の知識というもの
が詰まっています。この「てつがんぼうさま」とい
うのも四万十町の大正の中津川地区の古老から学生
が聞き出して、それを絵心のある学生が絵本にして、
これ今オーテピアに地元の資料を集めたコーナーが
ありますけれども、そちらのほうに所蔵させていた
だいています。こういう活動をしながら都市と地域
の関係を考えるという研究活動をやっております。

1. 人口減少化の地域経済の問題

今地域が抱えている最大課題―人口問題

　それで今日の話のメインに入っていきたいんです
けれども、今地域が抱えている課題、私がもう指摘
しなくてももうほんとに課題ばかりです。（資料９）
これを一つ一つ挙げていってもなかなか難しいので、
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今日はこの人口減少についてをキーにお話ししてい
きたいと思います。
　人口問題が提起されて国じゅうが慌てたというの
が、おそらく増田寛也さんが書かれたこの『地方消
滅』の話が最初じゃないかなというふうに思います。

（資料 10）実は国立社会保障・人口問題研究所はも
う 30 年以上前からこの手の問題にずっと警鐘を鳴
らしてたんです。これ僕ら大学院生の時にもずっと
すごいやってたんですけど、なかなか国民に届くま
での PR されてなかったんです。当時から、「もう
人口が減少していく局面に入ります」「特に地方か
ら危ないです」というふうにずっと社人研さんは
言ってたんですけど、この増田寛也さんの報告書で
ようやく取り上げられて、国民に届くことになって
大慌てになったわけです。896 の市町村が消えると
いうのは先生のオプショナルだったのかもしれませ
んが、これ別に消えると言ってるわけではなくて、
この 20 歳から 39 歳女性が 50％以上減る自治体が、
消滅地方都市なんだというふうに定義されてるんで
す。何でこの 20 歳から 39 歳の女性が減ったらだめ
なのというと、過去の日本のデータから見ると、20

歳から 39 歳の女性が新生児、子どもを産むボリュー
ムゾーンだからです。この人たちが 50％以上減る
ということは、もうその地域で子どもを育てる意思
がないと見なされるのです。そうすると人増えませ
んので、これはもうその地域に未来はないというふ
うに代理変数にしているところです。去年『地方消
滅２』が出てましたけれども、基本的にはなかなか
改善してないということが知られています。
　これは皆さんもうご存知のとおり何度もこれ見て
ると思いますけれども（資料 11）、日本の将来人口
もこのまま行くと 2060 年ぐらいには 9,000 万人ぐ
らいになるというふうに言われています。こっち
のグラフは皆さんよくご存知だと思うんですけど、
こっちのグラフ（資料 12）を見たことはございま
すでしょうかって話です。もう少し長期で人口の動
態を見ているものです。我々が見てるのは一部分だ
けなんです、実は明治維新以降に急速に人口は増え
ています。過去のトレンドから見てもかなりの勢い
で増えているのです。それが 2004 年の 12 月をピー
クに、またすごい勢いで減っていっているというこ
となんです。人口が急激にこれだけ増えてまた急激
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に人口が減っていこうとしている、この激動の時代
を我々は生きているということになります。
　最近の人口動態だけで見ると、人口が減りながら
も経済成長している国というのは確かにヨーロッパ
で幾つかあるんです。こういう国は公共事業をどん
どん増やして、それでその経済を牽引してるんです
けれども、じゃあそれが 10 年先 20 年先までもつか
というとちょっと微妙かなというふうに思います。
やはり人口が増えるところまで持っていくのはかな
り厳しいと思うんですけれども、減り方をもう少し
緩やかにしないといろいろ摩擦が起こるだろうなと
思います。
　例えば今、僕は高知県の工業用水に関する専門
家委員会に属してるんですけども、昭和 30 年当時、
桟橋のところでいろいろな工場が水が要るというこ
とで地下水を汲み上げました。そうすると地盤沈下
が起こるので、それはもうやめましょう、工業用水
引くからそっちから取ってねと。昭和 40 年台に桟
橋地区に鏡川工水が引かれていくわけですけれども、
昭和 40 年代 50 年代というのは高度成長に陰りがも
う見えてきて、そういった重厚長大的なやつは一旦

ちょっとスピードが鈍るわけです。でも、施設とい
うのは、一旦設置したら 50 年、ダムだと 70 年稼働
するわけです。でも、その間に経済活動がどんどん
変化していくので、設置したものが活かせるかどう
かというのはすごく難しいんです。だから、少なく
とも 50 年動いてくれるだけの需要がそこに存在す
るということが分かればいいんですけども、我々が
生きてる社会は決して安定的ではなくて上下変動が
非常に高くなっています。とすると、こういう設置
した公共建造物とのギャップ、これは別にダムとか
工業用水だけじゃなくてもう例えば保育所とか小学
校ですよね、かつてそこに人がいた時には機能でき
たけど、減ってきてしまうともう予算の関係から動
かせないという、そういうギャップがたくさん出て
きてしまいます。ですので、なるべくそういう激動
にならないようにすべきではないかなというふうに
思います。

より深刻な地方圏の人口減少

　ただ、この人口減少というのは、日本全体で確か
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に減少してますけれども、激しいのはやっぱり地方
圏なんです。（資料 13）どれも角度が急なのであま
り見た目に違いがないかもしれないんですが、数字
を見ると、東京圏２割減、三大都市圏３割減、地方
圏４割減となっています。地方のほうがやっぱり急
激に来てるわけです。これ地方と東京圏と三大都市
というふうに分けてますけども、これ高知県で切り
取って見てみるとこの東京圏に当たるところが高知
市なんです。三大都市圏に当たるところがその周辺
です。その周りがこの地方圏というふうな形になっ
て、やっぱり高知の中でも室戸とか土佐清水とか、
端のほうになるとやっぱりこの影響が激しく来てし
まいます。
　この人口が減ってしまうっていうことについては、
私は地域経済が専門ですのでこんなふうな心配事を
してるんです。どういうことかっていうと、実は人
口とサービス産業、サービス資源の関係というのが
見えてきています。関係って何かっていうと、どれ
だけの人口がいればこういうサービスは商圏として
成り立つので成立するんだけど、これだけの人口が
減ってしまったらもう商売として成り立たないから、

このサービスはできませんというのが見えてきてる
んです。
　資料 14 ですが、これをどう見るかです。スター
バックスコーヒーという記載の左に 17 万 5,000、
右に 27 万 5,000 というふうに数字が書いてありま
す。これは左端が、この人口がいると 50％の確率
でスターバックスコーヒーはありますという意味
です。27 万 5,000 というのは 80％の確率です。つ
まり 27 万 5,000 人いれば、８割方の都市でスター
バックスコーヒーはあるというふうにこれで見えて
くる。何で分かるのと言ったら、今あるところの所
在地のデータをずっと蓄積していくと、大体これぐ
らいの商圏がないと無理というのが分かってくるん
です。
　これ見ていきますと、例えばカラオケボックス業
は１万 7,500 人とか４万 2,500 人というふうになっ
てますけれども、その幅で大体うちの人口がこれぐ
らいだったら、５割の確率でこれぐらいのサービス
が残るというのが見えてくるんです。実は人口の規
模と産業とか市場の規模というのが大体相関してい
るということが知られています。これ、この後詳し
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く見ていきたいと思います。
　どうしてこうなったかっていうのはいろんな論考
されてるんですけども（資料 15）、前回藻谷さんと
かがおっしゃってるように、都会に行くと子どもを
全然産まなくなります。結果的に数字で見ると、都
会のほうは右側に超低出生率というふうに書いてあ
りますけれども、結婚もしないですし、結婚しても
赤ちゃん産まないというふうな選択をするご家族が
増えているんです、結果として。みんなこちら側に、
三大都市圏のほうに行きますからどんどん人はそっ
ち側に増えていくんだけれども、結婚しないし、し
ても遅いし、しても子どもをあまりつくらないとい
う傾向になってしまいます。ただ、じゃあ地方は子
どもを産むのかっていったらそうでもなくて、こっ
ちも人口は流出していくし出生率は低いしというこ
とで、今のままだと人口の減少は加速してしまうこ
とになってしまいます。
　どうすべきかって話はこれもまた大きな話です

（資料 16）ので、この社会増を増やす、自然増を増
やすというのを考えていくしかないわけなんですけ
れども、産業構造から見るともう一つリスクがある

というふうに考えています。人口が減っていって市
場が縮小して仕方がないよねだけの話じゃなくて、
高知が抱える大きな爆弾がここにあるのじゃないか
なというふうに思っています。これをちょっと詳し
く見ていきたいと思います。

人口減の高知県経済への影響
ー産業構造上のリスクー

　それは何かといいますと（資料 17）、この人口減
少というのは、先ほど見たとおりマーケットの規模
と割と密接な関わりがあるということが知られてい
ます。経済基盤仮説というものが地域経済学の中に
あるんですけれども、地域産業を域外市場産業と域
内市場産業の２つに分けます。これ何かというと、
域外市場産業というのは外にお客さんがいると、そ
れだけの話です。地域の中ではなくて外にお客さん
がいるんだと、例えば農業とか製造業とか観光業と
かはこれに該当します。域内市場産業は、主として
お客さんが地域の中で暮らす人々ですよという産業
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です。そこ向けに出荷とか販売を行いますので、先
ほど見たサービス業とか建設業がこれに該当するわ
けです。なので、この顧客である住民が減少すると、
こっちの域内市場産業は市場そのものが減少してい
くという形になります。
　具体的に数字で見ていきたいと思うんですが、右
下にグラフを載せています。これ横軸が人口の規模
です、右に行くほど人口が大きくなります。縦軸が
従業者の数を代理変数として持ってきています。つ
まり、働く人の数です。人口が少ないとマーケット
が小さいので、働く人の数は少ないです。これが増
えていけばいくほどどんどん増えていくという、こ
れ正の相関といいますが、きれいに右上に並んでい
ます。これ何産業かというと、洗濯・理容・浴場業
なのでクリーニングとか散髪とか最近少なくなりま
したけど銭湯とかです。よく考えてみたらそらそう
ですよね。人がたくさんいるから散髪屋さんたくさ
んあるし、人がたくさんいるからクリーニングとか
たくさんあるし、人口が少ないのに例えば銭湯がいっ
ぱいあるみたいなというのは、やっぱり経営成り立
ちませんからつぶれていってしまうということで、

この人の多さと市場の規模というものがすごくリン
クしている産業、これが域内市場産業に該当します。
　資料 17 の左側を見てください。これは農業です。
農業は、これは先ほどのやつよりもちょっとぼやけ
ていますよね。関係性がぼわっとしていて何とな
く右上はいいかなというふうにも思うんだけれど
も、人の影響もありそうですし、そうでもなさそう
やしっていう感じです。こういう産業は域内の市場
の規模とあまり関係がないというふうに見えるので、
こういう産業を域外市場産業というふうにしましょ
うということです。
　そうすると、この人口と従業者の関係の強さから
産業の線引きができます。高知県 34 市町村でどう
いう産業が GDP をつくってるかという数字があり
ますので、それをこの２つの種類ですね、人口と関
係があるかどうかで線引きして推計をしてみました。
域外市場産業の規模と域内市場産業の規模、これを
推計してみたのが次の資料 18、19 になります。域
内市場産業、域外市場産業、合計、構成比というふ
うに書いてあるのはこれは域内市場産業のほうの構
成比です。人口に反応するほうの構成比がこの構成
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比に該当します。
　高知市は 93.8％が域内市場産業のほうです。つ
まり、人が増える減るに従って、産業の規模が増え
る減る。これ連動する産業が 93.8％もあるという
ことです。高知市は先ほども言いましたとおり日本
でいうと東京みたいな、高知県の中の東京みたいな
中心ですので、これ案外知られてないんですけども
高知県の経済の半分は高知市の経済です。これ日本
では有数の高さなんです。あと京都府における京都
市とか、あともう一つぐらい県庁所在地がむちゃく
ちゃ大きい経済を占めているという地域があるんで
すけども、今ぱっと思い浮かぶのは、高知県と高知
市の関係、それから京都府と京都市の関係みたいな
ところです。
　高知市は 93.8％がありますが、ほかの市町村見
ていただくと、これ軒並みやっぱり 80％以上あっ
たりしてるんです。中には 60％台、香南市さんと
か安田町さんとか北川村さん、馬路村さんとかある
んですけど、ここはやっぱり製造業を持ってるとこ
ろなんです。市町の規模は小さいかもしれないけど
もしっかりとした製造業、いわゆる域外市場産業を
持っているまちはこの比率が低いんです。残りも
やっぱりかなり 80％以上のところが多いわけです。
　この２つを組み合わせて考えますと、人が減って
いくっていうことそのものが確かに問題であるんだ
けれども、私がずっと言っているのは、この域内市
場産業が高知県はむちゃくちゃ多いということです。
これは人口が多い時にはものすごくプラスに働いて
いきます。つまり、人が増えるということはお客さ
んが増える、需要が増えるので商売をやってもうま
く行く、これがプラスの相乗効果でどんどん増えて
いくわけです。なので、これは高知にとっては非常
にありがたい状況なんだけれども、減少する過程に
入ってくると逆に働きます。つまり、人が減る。そ
うするとその市場が縮小していきます。市場が縮小
していくと、もう生産を拡大することはなかなか難
しくなっていきます。それが高知市で見れば 93％
あるということは、結構な割合で影響を受けそうだ
ということです。高知県に占める高知市の割合は非
常に大きいですので、ここが元気を失うということ
は高知県全体の景気が良くなくなり、そもそももう
高知での雇用の条件が悪くなっていく、もしくは首

を切るような形も生じざるを得ない。そうすると、
一旦流出した若者、それから定年退職で地元に帰ろ
うと思ってもなかなか帰ってこれる状況ではなくな
る。つまり、人口減少が二次的にまた引き起こされ
てしまうわけです。
　こういう負のループ、人口が減る、需要が減る、
域内市場産業が９割の高知県でこの域内市場産業が
減るわけですので、高知市は打撃を受けます。高知
市は高知県における半分を占めてますので、高知県
の経済が影響を受け、雇用の減少とか条件悪化が生
じます。（資料 20）そして若者の流出、帰郷者の減
少となればこれはもうまさに人口減少ということに
なります。経済構造が引き起こす新しいループ、負
のループというものを注意しないといけないという
ふうに考えています。

負のループの逆転をめざす

　それで、じゃあどうするのっていう話なんですけ
れども（資料 21）、これまでのセミナーでも先生方
がいろんな見地から回答をされてると思うんですが、
少なくとも今の負のループを逆転させる方向で働か
せなければなりません。一番上に行政による投資と
いうのを書いてあります。ここは僕はほんとに悩ん
でいて、じゃあその逆転させる時の一番最初の一
手って何だろうって考えた時に、もちろん民間の活
動が牽引するのが一番望ましいです。ただ、じゃあ
それを任せて、「お願いします」でお願いできるの
かっていうとそんな無責任なことはやっぱりできな
くて、高知県の現状を見ると、最初のイニシャルの
コストを負担するのは、やっぱり行政がある程度や
らないといけないだろうなというふうに思っていま
す。もうある程度格差がついちゃってたりとか、そ
もそもスタートラインが厳しいところからやるとす
れば、こういう行政によるサポートという最初のひ
と回しが必要なのかなというふうに思います。地域
協働学部で現場に出てても、やっぱり何かしようと
した時にその補助金頼みになってしまうというのは
あまり良くないんですけども、何かビジョンがあっ
て中長期的にできるといった時の最初の一歩ですね、
これをちゃんとサポートしてもらわないと難しいな
と思っています。そのいろんな分野の投資、再投資
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も含めてだと思いますけれども、これで回転の方向
を変えていく必要があるだろうと思っています。
　各種資源の呼び込み、これは人も金も情報もすべ
てですけれども、こういったものがまちの魅力を向
上させ、質の高い労働力などを呼び込み、それから
企業の収益とか行政の収入がアップし、それでまた
再投資できるようなこういうループをつくっていか
ないといけないというふうに考えているわけです。
　実際にじゃあそういうことをできるんですかっ
て話なんですけれども（資料 22）、これだけ人口が
減ってるっていっても全部の自治体の人口が減って
るわけではないんです。１割は増えています。多い
と思うか、少ないと思うか、これはなかなか判断分
かれると思うんですが、10 年間で１割の市町村は
増えてるんですよね。９割減ってるから、いやもう
これはというふうに思うのか、いや１割も増えてる
やんって思うのか、僕は後者なんです。どんなとこ
ろが増えてるかっていうのを見ると、１つはこの製
造業とか商業の集積地の横、近隣なんです。これど
ういうことかというと、その集積している都市その
ものはやっぱり人が集まってきて土地も高くなるし、

子育てとかの環境も相対的にちょっと難しい。人が
多くて保育所に頼めないとか待機児童が増えるとか
いうのがあります。しかし、その横ですね、車で通
えて 30 分ぐらいで行けて、仕事場にも子どもを預
けるところにも恵まれてるというのはその近隣が多
いです。こういう市町村を調べてみると、大体どこ
も子育て世代の人口構成割合が高くて、市町村もそ
こに向けての支援をしていることが多いわけです。
　隣に大きなまちがあるかどうかなんてこれはもう
運じゃないのみたいな話になるんですけども、もし、
もしですね高知で言えばこういった大きなまちの隣
に立地しているのであれば、少なくともこれは子育
て世代向けの充実した手当っていうのはやってみる
べきことだと思います。これはたまたま恵まれた状
態ですけれども、そうじゃなくてもいろいろ頑張っ
てるよというのを後半事例で紹介したいと思います。

成長に必要な３つの要素

　ちょっと話を GDP の話に戻します。（資料 23）、
この GDP というのはくせ者で、これ経済的な豊か
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さの指標となっています。つまり、これが高ければ
経済的には一応豊かというふうに判断されるんで
すけども、じゃあこの GDP 稼ぎ出すために毎日 15
時間労働してますとか、そういうので実際には豊か
になってないでしょうというのは全然入ってないわ
けです。それとか家事労働とか、こういうものも換
算されて入っているわけではないです。あくまで産
業的に生み出した GDP、付加価値の総和というも
のを入れています。これは日本だけじゃなくて、国
連が基本的にその計算ルール決めてまして、国民経
済計算体系というのを使って国連加盟国が同じよう
に GDP をつくっています。ですので比較可能なわ
けなんですけれども、この GDP が日本では大体今
１年間で 550 兆円ぐらいあります。ちなみに高知県
はどれぐらいか。大体３兆円行かないぐらいです。
３兆円行かないぐらいの GDP です。だから 550 分
の３ぐらいで考えていただければと思います。
　この GDP もずっと 550 兆円が続いてたというわ
けではなくて（資料 24）、人口の伸びと非常に似て
るんですけれども、戦後急速に発展しました。古く
は国民所得倍増計画のところから続くわけですけれ

ども、急激に経済成長を遂げて 1991 年のバブル崩
壊以降 500 兆円付近で行ったり来たりしている、こ
ういう状況です。今の内閣はこれを 1,000 兆円にす
るぞと言ってますけれども、なかなか厳しい状態で
はないかなというふうに思います。
　さて、この経済成長、GDP を増やすために必要
な要素というのは一体何かという話です。（資料
25）これは高知県にとっても非常に示唆のある話な
んですけれども、一般的に経済学では、生産に必
要なものは３つに集約されます。１つは、資本ス
トックと呼ばれるものです。企業で経営されてる方
は、いろんな設備投資をされると思います。設備投
資をするということは、GDP の統計でいうと一旦
民間設備投資というところに計上されますが、これ
はずっと集積されてその地域の資本ストックという
ものに組み込まれていきます。つまり、資本を投下
した生産能力がどれだけその地域にあるかという数
字に変わっていきます。それと労働力供給、これは
労働者の質と量です。何人労働力があるかって話と、
その質がどれだけかというのを掛け合わせたものに
なります。最後に技術進歩です。いわゆるイノベー
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ションというものです。
　この３つが経済を成長させるためには必要な要素
になってくるわけですけれども、一般的に先ほどの
この右上上がりの成長を支えていたのは、さっき言っ
た民間企業の皆さんによる設備投資、これが繰り返
し繰り返し行われて、技術と生産の知識もしくはイ
ノベーションに資する能力というものがどんどん国
の中でため込まれていったということが１つです。
　もう一つは、第１次産業から第２次産業への大量
の労働力人口移動。これは実は今日のお話と関わり
があるんですけれども、私は京都市出身なんですけ
れども、私の父も京都府の宮津市、京都府の北部で
生まれ育っています。これは祖父が京都府の北部の
宮津に疎開していって、父はそこで 15 歳、中学ま
で暮らして、いわゆる集団就職という形で京都市に
戻ってきます。農業をやってたわけではないんです
けれども、このように地方から都市にいろんな労働
者が戦後移動してくるわけです。多くは例えば地方
の１次産業従事者などの次男さん、三男さんみたい
な、そういう人たちが移動してきます。ただ、これ
は非常に質の高い労働力となって、日本の製造業に

よる経済成長を押し上げていく源泉になっています。
実は経済成長を支えていたのは、そういった地方か
ら都市へ出てきた人たちですね、労働者の人たちが
支えていたということです。
　３つ目に海外技術の導入と改良による生産性向上
ということで、いろんな技術を学んでそれを日本風
に改良して活かしてきたということになります。こ
の成長の源泉がどんどん効かなくなってきてるとい
うことです。資料 26 のとおり、60 年代、70 年代、
80 年代、90 年代、どんどん成長率は下がっていく
んです。それでもこのオレンジ色の資本ストックの
寄与度というところ、これは経済成長にどれだけ寄
与してるかというものなんですけれども、60 年代
を見ると、技術革新とこの資本寄与度がほとんど占
めてるわけです。労働の寄与度というのは 0.4 とい
うふうに書いてありますけれども、それでも一応効
いてるわけです。ただ、近年、ほとんど労働のほう
はあまり寄与してなくて、資本がどれだけ投下され
てるか、そして技術進歩、イノベーションがどれだ
け生み出されてるかっていうものにかかっていると
説明されていくようになります。
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　なので、確かに人口が減ってって、その見えてる
ところでもうほんとに働く人がいなくなって経済が
縮小していってるなというのがある一方で、統計か
ら見ると、人口が増えることで経済成長に寄与して
た部分というのはそもそももう少なくなっていって
るから、そこはあまり深く考えなくてもいいよって
いうふうな話でもあります。これは日本全国の話な
ので、高知がそれに当てはまるかっていうのはなか
なか難しいところもあるんですが、でも実は人が減
る、即経済成長しなくなるというのではないという
ことがこのあたりから見えてくるかと思います。
　ただ、キーポイントになってるのがこの設備投資
ができてるかどうかっていうところ、イノベーショ
ンができるかどうかっていうところなんです。これ
後半の教育の問題とも関わってきますけれども、資
本の量とか労働の量とかよりもやっぱり質をどう高
めるかというところに関わってくるわけです。
　それで、これ資本ストックの伸びというのを、製
造業（資料 27）と非製造業（資料 28）について示
させていただいています。これ何かというと、都道
府県別ではないんですけれども四国全体で見た時
に、1970 年の資本ストック、それと 2008 年の資本
ストックの量というのが公表されています。比較し
てみると、製造業は全国平均が 5.3 倍に伸びてます
から、四国は 5.5 倍、平均よりもちょっとだけ高い。
だから、製造業は資本ストックでいうと、その経済
規模に応じて見たらそんなに悪くないといえます。
問題は、非製造業です。サービス業を中心とする非
製造業は、これはやはりかなり全国の平均よりも低
い設備投資になってしまっています。四国全体とい
うよりも、高知は非常にこのサービス業が集積して
る地域ですから、ここが弱いというのが、やっぱり
経済統計から見てなかなか成長しきれてない部分に
なるのかなというふうに見ているところです。

2. 地域経済循環を強化する
２つのアプローチ

割れバケツ理論で見るこれまでの対策

　今日皆さんにお伝えしたい概念の１つである地域

経済循環をお話しできるところにようやく入ってき
ました。
　今までお話ししてきた問題意識で地域経済を見た
時に、私たちが今考えているのは経済循環を高めま
しょうということ、つまり、地域の経済のつながり
をもう少し強めていきましょうという話です。これ
極端に地域の経済を強めましょうって話をすると鎖
国政策になります。100％高知のものでしかつくり
ませんという話をすると、これ鎖国政策ですね。こ
れは常識的に考えて、みんなを苦しめる話になると
思います。一番簡単なのはエネルギーです。例えば
もう化石燃料一切入れませんという話をするとたち
まち経済立ち行かなくなります。今現状で高知県の
自給率は大体 65％から 70％の間というふうに言わ
れています。じゃあこれをもう少し高めることがで
きるのかどうかというところにチャレンジをしてい
るところであります。
　何でそんなことをしないといけないのかというと、
後で見ていきますけれども地域経済というのは、非
常に開放性が高いというふうに言いますが、ほかの
地域のつながりが非常に大きいんです。これ経済取
引でいうと、ほかの地域といっぱい取引してるんで、
ものが入ってきてお金が外に出ていく経路がいろん
なところにあります。これ人口がある程度増えてい
るような状態であれば、それはお互い様にプラスの
恩恵を受けていきますけども、減っていく段階でい
うと、地元で回せるものがあるんであれば地元で回
しておいたほうがいいんじゃないっていう発想も当
然必要になってくるわけです。それをするためにい
ろんな方策が教科書的には言われてるんですけども、
１つ簡単なのは、高知県の地産地消、地産外商の考
え方です。地元でつくったものを地元で買いましょ
うって話と、地元の資源を利用したものを地域の外
に販売してお金を稼ぎましょうと、このセットであ
ります。
　改めてこの話を地域経済循環の話と重ねてご説明
しますと、地域経済の構造をイメージすると（資
料 29）、割れバケツ理論で説明したざるなのですけ
れども、ざるが地域経済だと思ってください。いっ
ぱい穴が開いてます。穴が開いてるのはざるとして
当然なんです、水を通すためです。ただ、ある程度
キープしたいのです。このやかんから下に降りてる

− 24 −



資料 28

資料 27

− 25 −



水がお金だと思ってください。このざるは網の目が
非常に細かいのである程度はたまるんです、ちょっ
との時間はたまります。でも、大半は下にざぁーっ
と流れていくと、これが地域経済構造なのです。一
生懸命この上からやかんで水を流し入れているとい
う状態です。この落ちてった先はじゃあどこです
かっていうと、日本の他県でもありますし海外とも
つながってるわけで、この流れていった水がほかの
県のざるにたまって、さらにそこの県から漏れてき
たやつがまた高知に入ってくることもあります。た
だ、量でいうと出ていくほうがやや大きい感じかな
というふうに考えています。
　我々が今までやってきたというのは、例えば公共
事業です。（資料 30）意味がないというわけではな
くて、公共事業をやる時というのは、このやかんが
むちゃくちゃ大きくなって水を一遍にたくさんじゃ
あと流せるようになるわけです。だけども、ざるの
目そのものをつぶしているわけではないので水は一
時的にたまりますけど、全部下のほうに、やっぱり
落ちていくわけです。
　もう一つ、企業誘致です。（資料 31）企業誘致で

も特に地域の経済構造と結びつきが少ない企業誘致
の場合です。どういうことかというと、例えば大企
業の工場、大きいのを誘致してきますと。じゃあそ
の工場は地域のほかの企業と何か取引してますかい
うと、ほとんど何もしてないわけです。原材料は本
社から指定されたやつが入ってきますし、地域の雇
用につながってるかというと、正社員を雇ってくれ
ることたまにあるかもしれませんけど大体パートと
かアルバイト止まりになってしまう。じゃあ使って
いる原材料を地元の企業から調達してますかって話
をすると、いや、そんなことはなくて本社が指定し
てる系列からやってきますと。その利益は全部本社
送金されています。もしくは間接経費名目で送金さ
れてたりとか、結局その地域にお金が落ち込まない
形で企業誘致をやってしまっているということが多
いのです。そうすると、一見、企業誘致でそこの目
の前に工場ができますからこのざるが大きくなった
ように見えるんです。でも、ざるの本質である網の
目というものは何も変わってませんから、やっぱり
下に水が流れていってしまうわけです。
　こういうのを小学校で授業すると、「じゃあどう
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したらいい」って言ったら、すぐみんな手挙げてこ
の穴を塞いでってくれるわけです、手でね、「こう
したら落ちひんやん」って。いや、もうまさにその
とおりなんです。ざるの目をつぶしてあげる、もし
くは閉じてあげるようなことを一緒にしないと、こ
れは当然水は下に流れていってしまうだけです。

第１のアプローチ
―ざるの目を細かくする地産地商

　これ経済構造で見ると（資料 32）、ちょっと説明
が分かりにくいかもしれないですけど、何かものの
値段がこの棒グラフで示されているとしてください。
例えば商品をつくった時には、Ａという原材料、Ｂ
という原材料、Ｃという原材料、それから労働者に
支払われる賃金とか儲けの部分とか税金、これが
入ってある商品の値段を形成しています。じゃあ
Ａっていう商品を買ってつくってるわけだから、そ
れはどこから来たのっていうのを追ってみると、こ
れ県内企業であれば県内企業からものが入って、お
金がそこに払われてるわけです。これＢっていうの

は、県外企業から来てるとなると、県外からものが
入ってきてお金は県外に行っています。Ｃっていう
のは、海外から入ってきて海外に支払われています。
働いてる人は県内ですよとか、高知の企業なので営
業余剰は高知ですよとか、税金は高知に払われてま
すよとかっていうのを１つ１つどこにお金が行って
るかっていうのを分けてみるわけです。
　そこで、もし県外企業に取引している原材料を県
内企業から調達できたらどうなるでしょうかという
話なんです。そうなると、ものを県内から購入して
そこにお金を渡すことになります。これはさっき
言った閉鎖経済と非常に似てるので難しい説明にな
るんですけれども、じゃあ地元の企業さんと取引で
きるんやったらやってみようという話です。そうす
ると、これ網の目が塞がる。つまり外に出ていって
た、あのざるから落ちてたところの１つをこうやっ
てつぶすことができるんです。これ何から何までこ
れしていいかっていうと、多分そうじゃないと思い
ます。というのは、これ普通にこれだけでやっちゃ
うと、それまで取引していた企業さんの取引がなく
なって県内に変わるだけなので、トータルで見たら、
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こっちで減った分こっちに付いてるだけでプラマイ
ゼロなんですね。地域のためには良くなるかもしれ
んけど、全体で見たらあまりいいことではない可能
性があります。
　じゃあどういうことができるかっていうと、例え
ば新規で事業を立ち上げる時、今までにない取引を
つくり出す時、これは地元のもの優先でちょっと考
えてみようっていう発想が多分必要なんだろうなと
いうふうに思います。これ企業誘致でもそうです。
新しく企業がやってくる時に、そこに工場が立地す
ることではなくて、そこで地域の経済に埋め込まれ
て例えば働いている人がその近くの食堂でご飯食べ
れるようになってるとか、原材料の一部を地元の地
域と取引ができるようなところまで話がいってると
か、そういうふうに、地域の中に埋め込むところま
で新規のプロジェクトは考えるべきだということで
す。それができてようやくゴールなのかなというふ
うに思っているところです。
　このざるの目を細かくする方針、それからざるの
目の縮小と連動する新しいやかんの創出というのを
高知県ではずっとやっていて、これが地産地消・地

産外商の本質なんだろうなというふうに思っていま
す。単に外に売るという話ではなくて、地産の部分
ですよね、自分とこの地域資源を活用してそれを自
分のところで消費する。それから自分とこの資源を
うまく使って、「自分とこの」というのはこの場合
でいうと「高知県の」ということですね。高知県に
立地している資源をうまく使って外に販売してお金
を稼いでくるということです。そうすることでこれ
をうまく組み合わせると、外からお金を持ってきて
それを中で回すというふうな、こういう経済のスタ
イルが考えられるかと思います。
　地産地消はもう皆さんにご説明する必要は多分全
然ないと思うんですけれども、これ我々消費者だ
けの話じゃなくて企業としても地産地消できます。

（資料 33）それは先ほど言った原材料取引の部分で
す。特に原材料の中でも例えば資本財といわれる機
械ですね、生産機械なんかが高知県で供給できるよ
うになると、そうするとこれは非常にすそ野の広い
産業ですから、川上・川下どちらもその企業につな
がっていくわけです。これはそのざるの目がどんど
んどんどん縮小していくことにつながっていきます。

資料 33

− 29 −



地元の企業に資本財なんかがシフトできると、今度
その資本財がまたまた生産する際に必要な企業がど
んどんこの下にくっついてきますから、これが効率
的ではないですけれども実は一番つながりがどんど
ん強くなるパターンになっていくわけです。
　ただ、これいろんな企業さんと話をしてみると、
今使っている原材料を急に変えることってなかなか
難しいし、そこじゃないとやっぱり供給できないも
のもたくさんありますし、現にどこでどんなものつ
くられてるかよく分からないということもあります。
ですので、このマッチングというのは非常に重要で、
そもそもマッチングしないのならこの努力というの
はあまりしなくてもいいと思いますが、いや、でも
別に、ある一定のコスト以下でその進出を提供して
くれる企業さんがいるのだったら高知のに変えます
よということであれば、これはどんどん推進してい
くべきかなというふうに考えたりします。
　これはもうほんとに空想のシミュレーションには
なるんですけれども、先ほど紹介した高知県の産業
連関表を使って、このざるの目縮小を一律 10％各
産業でできたらどうなるかなというのをシミュレー

ションしてみました。（資料 34）この「通常」とい
うふうに書いてあるところですけれども、これシ
ミュレーションした時に経済波及効果が、例えば
１億円の投資に対して１億 7,240 万円返ってくる
ような波及効果なわけなんです。これが自給率が
10％改善すると１億 8,260 万円に増えます。実は同
じ政策をやっても経済構造によって効果が全然違う
わけです。
　これ、当たり前やんって話で、ざるにこのお水を
入れる時にむちゃくちゃ目の開いてるざるに入れる
のか、細かいざるに入れるのか、どっちがたまりま
すと問うと細かいざるのほうがたまるっていうのと
同じです。地域の中でその地域の中の経済がそれぞ
れざるの目を閉じる。つまり、お互い取引をし合う
ということをやってるとお金がその中でくるっと
回って、当然漏れていく部分もあるんですけども、
これだけ効果が違ってきますということなんです。
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第２のアプローチ―ざるの目の縮小化と
新しいやかんの創出＝地産外商

　これともう一つ重要なのが地産外商になるわけで
す。地域の資源をふんだんに使って生産されたもの
を県外で販売する。そうすると、これは一旦、サー
ビスとかものが出てその対価が地域に入ってくるわ
けですけれども、これがどれだけ稼げるか。稼いで
きたものをさっき言ったとおり地元のものを使って
やってると、結果的に取引として地元のほかの産業
に分配してることにもつながってくるということで
す。
　もう一つ、加工をやるっていうこともすごく重要
だなというふうに思っています（資料 35）。地産外
商ではこの産品をそのまま外に出すということで直
接お金が入ってくる形ですけれども、もう一つ地産
外商のプラスアルファとして、一旦中で加工して外
に出すっていうパターンです。これももっと広げな
ければなというふうに考えています。というのも、
加工の工場が地元でできると、ここで経済活動が起

こるわけです。経済活動は無人ではできませんから
人が雇われます。そうすると、税金が、雇用がとい
う形でここでも波及が行われていきます。高知県で
はそのまま出しちゃうっていうことが非常に多いん
ですけれども、やっぱり中で加工して付加価値を付
けて外に出すということで、一旦その経済のプロセ
スで中に、地域にお金を留まらせる。こういう仕組
みが必要になるということになるかと思います。
　産業連関表からみた地産地消・地産外商というふ
うに書いてありますが（資料 36）、このように地産
外商でも地産地消でもいいですけども水を中に入れ
ていく時に、同時にこのざるの目をつぶしておいて
くださいということです。つまり、中でお金が回る
仕組みもちゃんとデザインして事業を立ち上げま
しょうということです。地元の資源を活用すればす
るほどざるの目が塞がっていくということですので、
さっきも言ったとおり全部塞ぐ必要はないです。無
理なものは無理なんですけども、あっ、これっても
しかすると地域のものを使うと面白いよねみたいな
ものというのはたくさんあると思いますので、そこ
はやっぱり積極的に使っていくのがいいと思います。
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それは産業構造的にも高知にとってはプラスになっ
ていって、同じ取引でもお金が地域に残っていくと
いうことにつながっていきます。
　地元で生産されたものを地元でちゃんと消費しま
しょうという話と地元で生産されたものを県外で販
売するという、これは地産地消・地産外商の２つの
ラインですけれども、閉鎖取引にはならないように、
だけども自分たちの強みを活かせるようにと微妙な
話ではあるんですが、この循環ですね、地域の中で
お金を回すということを意識した取り組みをやはり
するべきです。販売する時も第１段階としては販売
するのはいいかもしれないけれども、中で加工して
付加価値付けてっていうところも合わせてやること
が必要になります。この政策が組み合わさることで
域外からマネーを獲得し、その獲得したマネーを域
内で循環させるっていうことが可能になります。こ
こをもう運任せとかではなくて、ちゃんと政策・事
業を形成する時にデザインしてやりましょうという
話になります。

3. 政策の方向性と参考事例

黒潮町のスポーツツーリズム

　最後、残された時間で、じゃあそんなことできる
のかって話で、今関わっている事例を２つ紹介した
いと思います。何かというと、１つは黒潮町でやっ
ているスポーツツーリズムの話です。もう一つは、
これは僕自身がやってるわけではないんですけれど
も、今後の高知にすごく重要だなと思っている熊本
県の黒川温泉の事例をちょっと紹介したいというふ
うに思います。
　黒潮町は皆さんご存知と思いますけど、ここから
車で２時間ぐらい、ちょうど 100 キロぐらい行った
ところにあります。黒潮町と黒潮町の商工会さん、
それから砂浜美術館さんと協働して、平成 23 年か
ら産業連関表を推計するというふうな取り組みを
やっています。（資料 37）
　一番最初にお示しした地域の取引を見える化する
作業ですね、何でこんなことやってるのかというと、

資料 36

− 32 −



一つは、地域の経済構造を見える化して黒潮町の強
み弱みを明らかにしましょうと、強みを伸ばして弱
みをなるべくなくすというふうな政策を考えていく
基礎資料にしています。もう一つは、この２番目に
なるんですけれども、スポーツツーリズム事業を
ずっとやってるんですが、これの効果を明らかにし
ましょうということです。つまり、行政からある程
度委託という形で税金が投入されています。この税
金に見合った効果がちゃんと出てるよということを
証明していきましょうよという取り組みになります。
　黒潮町は人口どんどん減っていっています。５年
ぐらい前に NHK のある番組で、年間 100 万人の観
光客が来訪するまちということで取り上げられまし
た。結構取り上げられたんですけども、まちの方が
一番首を傾げてたんですね。いや、そんなに来てま
すかねっていう、実感はもっと少ないんですけどっ
て話で、特に観光事業者の人は、「ええっ、うちに
はそんなに来てないけどなぁ」っていう話やったん
ですね。
　ここから話が始まりまして、じゃあちゃんとこ
れ 100 万人来てるのか検討してみましょうよとなり

ました。ほんまに 100 万人来てるんであれば、これ
観光というのをもっと産業振興の柱にしないかんし、
違うのであれば、やっぱり間違いでしたというよう
にきっちりとした把握をしないといけないよねとい
うことです。2014 年から、事務局を砂浜美術館さ
んがやってくれて、黒潮町と商工会さんとで、まず
はその地域の経済の姿というのを把握することを重
点に産業連関表を推計して、みんなで勉強して、ほ
んとにこの強み弱みがあるのか検討して、それに対
してこういうふうに事業を改善してもいいんじゃな
いかとか、ちゃんといただいた税金分はやってます
みたいなのを示すなどのことを活動としてやってき
ています。

スポーツツーリズムで明らかになった
地域活性化のための 4つの課題

　その活動をちょっとダイジェストでご紹介した
いと思いますけれども、最終的にみんなで勉強会
をやって行き着いた結論がこの４つの課題でした。

（資料 38）これは産業連関表を推計する過程でもい
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ろいろ勉強の中出てきたものもあるし、それ以降、
いろんな活動をしていく中でやっぱりこれやらない
かんねっていうふうに出てきたのもあるんですが、
それをちょっと皆さんにも共有したいなと思うんで
す。
　まず１つ目は、今日ずっとお話ししてきた地産外
商をどう進めるかというところです。商品を開発す
るんであればできる限り地元のものを活かしてやる
ことが重要です。そうすると、これが売れる時にど
こにお金が行くのかっていうことが明らかになりま
す。地元の誰々さんところの野菜を使ってます、地
元のあの商品を原材料として使ってますというのが
見えるようにしようよという話が１つ目です。
　２つ目は、それを実現するために地域の中で何を
つくることができて、何はできないのかっていうこ
とをちゃんと棚卸ししましょうよということです。
特に税金を入れて新しく事業をするんであれば、ス
ポーツツーリズムをするんであれば、来たお客さん
は土佐西南大規模公園で試合をしたり合宿したりす
るわけですけれども、その前後に必ず食事があった
りだとかお弁当があったりだとか、宿泊があったり

します。ほっといたら皆四万十市に泊まりに行っ
ちゃうんですよね、そっちのほうが近いですから、
便利ですから。いや、そうじゃなくって、泊まる場
所も黒潮町内でアレンジするし、そこで出てくる食
事もなるべく地元のお母さんたちがつくったものを
使ってもらうし、お土産なんかでも道の駅で買って
もらえるように、こういうことを全部計画するとこ
ろから始めました。そうすることで、中でなるべく
その経済の輪をつなげていくということを意識する
わけです。
　図にしてありますけれども、この移出というふう
に書いてあるのが１番目の地産外商です。これをす
るということは経済学的には移出を増やすって話に
なるんですが、移出をする際には何かものをつくら
ないといけません。ものをつくるためには原材料が
必要で、その原材料がどこから来てるかっていうこ
とをみんなで勉強してきました。地元から調達でき
ればお金は地元に行くけど、外からの調達やったら
外に行くよねと。外を全否定するわけじゃないけど、
なるべく中を優先してできるかどうかを検討しよう
という話です。
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　もう一つ、３番目。黒潮町内で消費してもらうた
めの仕組みをどうつくるか。これは一旦そのスポー
ツツーリズムで客誘致ができた後に次の問題が出て
きました。黒潮町で住んでる人たちが、日々のお買
い物を実は黒潮町でやってないということが分かっ
てきたんです。実は四万十市のほうで大部分購入し
ています、もしくは窪川のほうでしています。買わ
ないには理由があって、全部揃わないからなんです。
欲しいものが適切な価格で売ってないからなんです。
これはやっぱり改善していく必要があるんだけども、
じゃあいきなりスーパーをつくりますなんて言って
も、「じゃあ私がつくるわ」などとすぐにつくれる
もんでもないし、今は mac さんが生鮮食料品も取
り扱って立地していただいてますけれども、それは
ほんとにありがたいことなんですが、ただ、やっぱ
り地元資本のほうがお金は中に残るよねという話に
なったりするわけです。
　このなるべく地元で使おうよっていうところも今
取り組みを始めていて、地元で買うから地域で経済
が残れるわけです。公共交通機関も一緒ですけれど
も、使うからそのサービスを提供できるわけなので、
まず使うっていうところを考えていきましょうと取
り組んでいます。そうすると、使った付加価値が、
使った場所がどこかっていうところでまた次の需要
につながっていきます。そうすると、このぐるぐる
回るラインともうひとつのぐるぐる回るライン、２
つのラインで経済効果が地域に落ちていきます。こ
れを運任せではなくて、我々がデザインしながら
やっていくということをしています。
　最後４番目ですけれども、中長期的に移入代替は
可能かということです。なかなかそんなことを急に
はできません。やっぱり３年４年５年掛かるし、今
ないものをつくり出そうとすると、５年 10 年先の
話まで関わってくるかもしれません。でもありがた
いことに、黒潮町さんには移住されてこられる方が
いっぱいいるんです。サーフィンが趣味の方がたく
さんいらっしゃって、その方が移住で来られること
が多いんですけれども、その方が普段働きながら兼
業で農家もしたいという時に例えばですけれどもホ
テルなんかでは、「ジャガイモとか玉ねぎやったら、
年間どれだけでも要るからつくってくれたら全量買
い取るよ」なんてことを言ってくれる人もいるわけ

です。そうすると、そうやって入ってこられた方に
「玉ねぎつくってくれたら、幾らでこんだけ買い取
ります」と言うことができて、安定供給ができるか
もしれない。地元産の玉ねぎができるかもしれない
ということにつながっていきます。こういった小さ
い小さい取り組みを、糸を紡いでいく作業を行って
いるわけです。
　この土佐西南大規模公園でスポーツをするんです
けれども（資料 39）、宿泊を町内にある４つの集落
活動センターで分担もしていただいています。集落
活動センターは基本的には学校の跡地利用なんです
けれども、どれも宿泊できるように改築されていて、
その学校の昔の教室に畳が敷いてあって 20 人ぐら
いが一遍に泊まれるわけです。スポーツのツーリズ
ムで来られる方ってチームで来られますので、じゃ
あそこに 10 人ずつ入ってとかっていうのは実はと
ても嬉しがられるということで、ちょうどマッチし
ています。これ集落活動センターに引き受けていた
だけますと、たとえば蜷川さんでは１泊 6,500 円か
な、値上げして 7,000 円になったかもしれませんけ
どもそれだけの収益が入ります。集落活動センター
自体はなかなか収益厳しいですけども、蜷川さんで
はこのスポーツ事業を町と連携してやることで集落
活動センターの財政も安定しています。蜷川さんで
は、ここで儲けたお金で実は儲からないいろんな地
域の活性化の取り組み、必要ですけどもなかなか資
金がない取り組みもやられておりまして、経済活動
だけのつながりではなくて、その地域活動の予算と
いうものにもつながりはじめています。

スポーツツーリズムの大きな効果

　もう少しだけ細かい話をさせていただくと、資料
40 のように平成 23 年には 357 人しかこの事業に来
ていませんでした。この当時 1,000 万円弱ぐらいの
予算が付きまして、砂浜美術館さんのスタッフが全
国営業に回ります。プロはなかなか難しいので、大
学以下のアマスポーツもしくは社会人の球団とか、
こういったところに営業をかけていきました。ただ
球場に来て試合してくださいとか練習してください
ではなくって、この期間に来ていただいたらこれぐ
らいのチーム、相手チームが来てくれてるのでマッ
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チングしますよ、実践的な練習もできますよと売り
込んできました。夜もその集落活動センターで地域
の人といろいろ交流もできますよだったり、そばづ
くりやれますよとか、ピザづくりできますよとかみ
たいなのも売りにして、この資料では数字古いやつ
しか出せてないんですけども大体１万 5,000 人泊に
なっています。１万 5,000 人泊というと、平均する
と１人大体１万円使いますから、掛ける１万円がそ
のスポーツツーリズムの事業でお金が落ちていると
いうことになっています。
　それをまとめたのがこの資料 41 です。もともと
回っているお金は、平成 29 年度ベースでいくと
930 万円の委託料です。これでずっと営業をかけて
いって、実際来たのはこの時は１万 2,000 人ぐらい
だったんですけれども、そのうち 8,000 人が黒潮町
で泊まっています。あと 3,000 人は残念ながら外で
泊まってるんです。これどこで泊まるかってむちゃ
くちゃ大きな違いがあって、泊まるとそこで食事と
飲み代が発生しますので結構な金額が落ちるんです。
日帰りだとそこがないのでどうしても単価は安く
なってしまいます。そういう意味で、黒潮町の中で

引き留められたこの 8,000 人というのは、直接効果
というふうに書いてありますが、ここですね 8,500
万円ぐらい実際にお金が落ちています。さっき言っ
たその網の目の細かさで、つながりで波及効果が生
じさせますよって話を入れると１億 2,000 万円ぐら
いになります。だから 3,000 万円弱ぐらいその波及
効果で稼ぎ出してるわけです。これ 930 万円の投資
で直接効果で 7.7 倍、生産誘発効果で 10.9 倍儲け
てますから、こんな非常に有効な投資プロジェクト
はないというふうに判断できるんじゃないかなとい
うふうに思います。
　ちなみにいうと、黒潮町の経済というのは 500 億
円ぐらいの規模です。何もしないと年間３億円ぐら
い市場が縮小していっているということが分かりま
した。これは単純計算なんですけれども、町民１人
当たりの消費額とこの間の国勢人口の人口減少を掛
け算して計算すると大体３億円ぐらいになります。
でも、今の 930 万円の投資を使って地域の中の経済
主体をいろいろつむいでスポーツツーリズム客を誘
致してきて、地元の土佐西南大規模公園、この西南
大規模公園も四国の中で今治かここかぐらいの規模
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なんですけれども、非常に立派な競技場です。そこ
を使って、しかも地元の集落活動センターさんにも
宿泊事業をやっていただいて、そこにお金を落ちる
ようにすると大体１億 2,000 万円ぐらい波及効果込
みで取り返せるわけです。ということは、あと残り
２億円を何とかすりゃあいいやって話になってくる
わけです。
　資料 42 のとおりスポーツツーリズム事業でそれ
がはね返せるかどうかというと、これは結論として
ははね返せないというふうな話になってます。なぜ
かっていうと、ここも分かるんです。今と同じお客
さんの行動だとすると３万 5,000 人必要だと、消費
行動から考えると３万 5,000 人来てもらってもそれ
はもうキャパとして受け入れられないということで、
そうするとあとは単価を上げるかもしくは自給率、
地元の調達率を上げるかっていう方向性が出てくる
ことになります。
　じゃあ数を増やすっていう方向をもし対応できな
いでも何かないかって話になった時に、例えばこれ
ちょうど 2020 年頃の議論ですけれども、宿泊棟を
建ててキャパを増やそうかっていう話もありました。

この時、年１億円ペイするんであれば 10 年経った
ら回収できるよねっていう話の議論ともセットで出
てきたんです。地元でこういったお金を見える化し
ていたことで、議会でも話がスムーズに進み、将来
を決めるそういった話もできたんです。ただ、コロ
ナになっちゃいましてこの部分は残念ながらストッ
プしてしまったんですけれども、逆にいうと、勝算
はあったかもしれないけどコロナだけはやっぱり判
断できなかったので、止まってよかったのかなとい
うふうに思います。ともあれこういった見える化を
しておくこと、そして地域の経済をお金を回るよう
にデザインしていくことで、未来に向かってこの自
分たちの強みを使って、新しい経済のつながりをつ
くって対処するっていう方法がとれていたというこ
とになります。
　ここからの示唆ということでいいますと、この観
光客数を上げましょうという話、それから消費単価
を上げましょうという話、こちらはともにみんな考
える方法なんですけども、先ほどから言っているそ
の経済循環ですね、地産地消・地産外商、地域の経
済つながりをつなげるというところ、これが最後に
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掛け算で関わってくるんだというところをご理解い
ただきたいなというふうに思います。事業者との連
携をつなげることで、同じ支出構造でも波及効果が
全然違ってくるんだというところです。ここがこの
ポイントになってくるんじゃないかなというふうに
思います。

黒川温泉の取り組み

　もう一つ、これこの後の話にちょっとつながって
くるんですけれども、これは熊本県の黒川温泉の話
になります。（資料 43）参考というふうに書いてあ
るのは、こんなことも考えていきたいなと思ってい
るからです。何かっていうと、黒川温泉行かれた方
いらっしゃいますでしょうか。非常に素晴らしい温
泉だと思います。九重連山の中にあって、自然を
バックにこの温泉郷が隠れ里みたいにあるんです。
ここでどういうことをやってるかというと、「環境
×観光」というふうに書いてありますが、温泉の入
湯券、これが間伐材を輪切りにしたやつを使ってる

んです。それが素晴らしいというのもあるんですけ
ども、それだけではなくて、この入湯券が売れると、
これ 1,500 円で３つの日帰り温泉入れるんですが、
売り上げの１％が実はその地元の環境保全活動に寄
付される形になっています。
　これ何かというと、黒川温泉というのは確かに温
泉郷も素晴らしいんだけども、この九重連山の水、
それから森、森林、山ですね、これがあることで価
値が高められているということを皆さんご存知なん
ですね。つまり、ここが荒廃してしまっては黒川の
温泉ブランドが傷ついてしまう。だから、私たちひ
とり一人が儲けても、地域の森林とか山とか自然環
境が保全されてなければ商売立ち行かない、なので、
必ず１％はそちらにお金をお回ししますという仕組
みができているわけです。
　こういう環境資源って大体どこからも、何ていう
んですか利用してもお金取られない、いわゆるフ
リーライドというのができるわけです。高知の自然
見て、川きれいだと思って入って、どっかにその
入ったお金を入れるようなところってないですよ
ね。すごい良かったよ、あそこの川きれいだったっ
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ていうふうに宣伝してくれるかもしれないけど、実
はその川のきれいさだったり、山の自然は、例えば
林業が行われることで保持されていたり、農業が行
われることで保持されたりするわけですけど、そこ
に直接収入が回るような仕組みはありません。けれ
ども、今世界の潮流はこうした自然資源を守ってい
る、そしてこういうものから恵みを受けた人が対価
を支払うような仕組みづくりというのがどんどん進
んでいるんです。高知県でもやってないわけではな
いんですけども、いろんな自然資源を守ってらっ
しゃる方にそれが届いていないように思います。も
しくは産業としての仕組みがなってないように思い
ます。どっかで誰かがほんとに苦労してやってるん
だけども、そこに対するサポートがないということ
です。これをちゃんとした仕組みに回していくよう
な必要性があるだろうというふうに考えているとこ
ろです。　

4. 地域経済の未来に向けて

高知県の強みと弱みを活かす

　最後、５分で話をしたいと思います。この後シン
ポジウムでここの部分は皆さんと掘り下げていきま
すので簡単にやっていきたいと思うんですが、まず
高知県の強みと弱みを活かしていきましょうという
ことです。これ当たり前の話なんですけども、強
みって何かっていった時に、先ほどの産業連関表で
見ると１次産業と観光業が浮かび上がってくるわけ
です。これはもう言われるまでもなくもうみんなで
やってるよっていうふうな話かもしれませんが、こ
れはもう数字で裏づけされていますよというところ
が１つです。この高知らしさというのが生命線に
なってきますので、やはり先ほど言ったお金に換算
されてない部分の魅力、これをどうやって取り込ん
でいくかというのが必要です。
　もう一つ、弱い部分でいうと、これあまり見たく
ない数字かもしれませんが、高知県の労働生産性っ
てすごい低いんです。全体の８割しかない。つま
り、１人当たりの労働者が生み出すアウトプット
が 80％しかないんです。これだけ見せられて、い

やぁそうか、低いのかだけですますのではなく、い
やいや、じゃあ伸ばせばいいじゃんって話です。人
は減っていきます、確かに子どもも減っていくけど、
その分やっぱり人に対して教育しましょうよってい
うところが必要です。これ知事にも申し上げたんで
すけども、いっぱい子どもがいて投資できない状況
というのはほかの県でもあります。だけど、子ども
が少なくなっていくんやったら、何とかそこの予算
をキープできたら１人当たり増えますよねと。そう
やって若者がちゃんと育つ場、チャレンジできる場
として高知県使っていきましょうよというのは、弱
みかもしれないけど強みに変えられると思います。

観光

　それから、外貨を稼ぎ、地域に回す仕組みの産業
をつくっていくっていう話ですけれども、これ高知
県庁が毎年県外の方に行ってる調査を見ると、もう
ほとんど毎年自然と食と人柄、ここが高知県の強み
だというふうに評価していただいてるんです。（資
料 44）こんなにありがたいことなくて、自然、例
えば自然というと北海道とか出てくるんですけど、
実は高知のほうが行ってみたらすごかったっていう
ふうに評価してる人多いわけなんです。これじゃら
んの結果でよく出てくるんですけど、最初のイメー
ジだと北海道とか沖縄が出てくるんだけど、実際
行ってみたらすごかったっていうので高知県上位に
必ず入ってきます。
　ここは市場から評価されているんですが、食です
よね、食べるものに関してはもうみんな喜んで帰っ
ていただいてると思うんですが、最後にこの人柄の
部分、これもほんとに大きなポイントになってくる
と思います。同じ日本人から見ても「やっぱり高知
県民の人柄っていうのすごいよね」っていうふうに
言われるってことは、海外のお客さんから見たらも
のすごいホスピタリティなわけですよね、ここはほ
んとに大きな強みだというふうに思っています。

環境

　最後、地域資源の持続可能な活用こそが循環の源
泉というふうに書いておきました。（資料 45）私た
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ちが当たり前に接しているこの自然資源というのは
当たり前じゃないですよって話です。これを得るた
めにどれだけの対価を払っても見たい、来たい、体
験したい人ってのはたくさんいます。現にそういっ
た方が来られてるんですけど、まだまだうまくお金
が回る仕組み、産業化ができていないというふうに
考えています。善意でこれが成り立つというのはな
かなかもう難しい状況になってきていて、中山間に
しても高知のいろんな市町村さんにしてもほんとに
苦慮されているところです。これをみんなで支える
仕組み、そしてお金が回る仕組みに変えていくべき
だというふうに考えているところです。

教育

　最後の最後です。教育の話になります。（資料
46）これちょっと手前みそなんですけども、やっぱ
り地域に根ざし経済とつながる人材の育成というこ
とです。今日登壇いただく柳川さんももともと群馬
県出身なんです。群馬の人が高知大学に来て地域で
学んで高知のことが大好きになって、一旦企業就職

で出ていきますけどもそこを辞めて、高知に戻って
きています。こういう人たちが実はいっぱい出てき
ています。ただ、卒業生が就職する際になかなか高
知県でっていうのはまだできてはいないんですけど
も、一旦就職してもう一遍戻ってくるっていう学生
はどんどん増えてきています。
　確かに移住でいろんな人を呼び込むのも重要だと
思いますけども、皆さんよく考えてみれば、高知県
に１万人ぐらい学生が来ているわけです、高知大だ
けじゃなくて工科大も県立大も入れて。そうすると、
１万人が４年間インターンシップしてるようなもの
です。そうすると、高知のことをたくさんより良く
知ってくれていろんな人とつながりがある人たちは、
いろんな思いがあって高知には残れないけれども、
ただつながりは残っているはずです。いわゆる交流
人口のきっかけにはなるはずなんです。ここをうま
く地域の経済とつなげる、そういう人を育てるとい
うところが重要になってくるだろうというふうに思
います。
　最後、私たちの学部が、学生がこんな役割を果た
していたよということを書かせていただきました。
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（資料 47）、ほんとにありがたいことに学生たちが
その地域の中で活動するのを地域の方々がいろいろ
サポートしていただいて、大きく成長してくれてい
ます。その学生たちが地域に恩返しをしたいと思っ
て、その場でできる子もいれば５年後 10 年後帰っ
てきてやる子もいるし、もっと遠い将来につながり
がある、もしくは毎年遊びに来るとかいろんな形で
かかわってくれています。こういうなのを私たちの
学部だけじゃなくて高知県の皆さんと共有したいと
いうふうに思います。今後ますます地域の皆さんに
もご協力いただいてこういった教育を拡大させてい
ただきたいと思いますので、最後に人の循環という
ことの話をさせていただいて、講演を終わらせてい
ただきたいというふうに思います。

　大分時間をオーバーしてしまいましたけど申し訳
ありません。どうもご清聴ありがとうございました。

（司会）
　中澤先生、ありがとうございました。いろいろと
ご質問もあろうと思いますけども、冒頭申し上げま
したように２部のパネルディスカッションの中でフ
ロアからの発言のお時間を取ってありますので、そ
の時にお願いしたいと思います。
　それでは、ここで休憩に入りたいと思います。10
分程度休憩をして、３時 20 分から第２部再開して
いきたいと思いますのでよろしくお願いします。

資料 47

− 43 −



第２部

　　　　パネルディスカッション

「人口減少時代の処方箋 ― 高知で何ができるか 何をするか」

パネリスト
　安岡　千春 さん（NPO 法人日高わのわ会理事長）
　柳川あずさ さん（香美市定住推進課）
　北　　泰子 さん（高知機型工業株式会社取締役副社長）
　中澤　純治 さん（高知大学地域協働学部教授）
コーディネーター
　東森　　歩 さん（高知県自治研究センター理事長）

（司会）
　それでは、第２部を再開させていただきます。
　第２部のパネルディスカッションにつきましては、
当センターの理事長でございます東森歩さんに後の
進行をお任せをしたいと思います。よろしくお願い
します。

（東森さん）
　皆さん、こんにちは。本日はお忙しい中、お集ま
りいただきまして誠にありがとうございます。先ほ
ど第１部で中澤先生には、人口減少における経済循
環、地域経済循環ということで非常に内容のあるお

話をいただきました。これよりは第２部ということ
で、各界の登壇者の皆様をお招きをいたしまして、
意見交換をさせていただきたいと思います。これか
ら登壇者の皆さんからさまざまな意見やアイデア、
情報を発信させていただきますので、その後質疑応
答の時間も用意をさせていただいておりますが、そ
れぞれ皆様のお立場から受け止めていただきまして、
今後の活動に活かしていただければというふうに考
えております。限られた時間ではございますが、で
きるだけ円滑な進行に努めてまいりたいと思います
のでよろしくお願いいたします。
　それでは、改めましてこれより第２部ということ
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でパネルディスカッションの進行をさせていただき
ます。先ほど紹介をいただきましたとおり、私は高
知県自治研究センターで理事長をさせていただいて
おります東森歩と申します。日頃は私、スーパー
マーケット食品流通業のコンサルタントをさせてい
ただいておりまして、高知県はもとより日本各地、
それから最近はインドネシアへの海外事業進出のお
手伝いもさせていただいておりまして、今年に入っ
て海外に行くこと多いんですけども、先週は香港・
マカオ、来週はアメリカ・シアトルということで食
品流通業を中心に日本、高知だけではなくて各地で
お仕事をさせていただいております。出身は高知県
南国市でして、南国に住まいを置きながら各地で活
動させていただいておりますので、先ほどの中澤先
生にありました地域内と地域外とそれぞれ行き来を
させていただいてる立場でございます。その立場か
らも、今日は皆様に情報発信をさせていただきたい
というふうに考えております。
　それではまず、登壇の皆様の紹介をさせていただ
きたいと思います。私から向かってまず一番近いと
ころにお座りいただいておりますのは、中澤先生で
ございます。続きましてそのお隣、安岡さんのほう
から順に自己紹介という形で、ご自身のお名前、そ
してご所属、どういった活動を日頃されているのか、
そしてもし可能であれば中澤先生のお話を聞いての
感想をひと言いただけたらと思います。安岡さんか
ら順に右側に向かってお願いします。
　

（安岡さん）
　日高村から参りました、NPO 法人日高わのわ会
理事長をやっております安岡千春と申します。よろ
しくお願いいたします。

　わのわ会は、法人設立から 21 年になりました。
地域の困りごとを解決するコミュニティビジネスの
開発と展開ということで運営を行っておりまして、
喫茶部、販売部、福祉部、総務部、児童福祉部と５
つの部に分かれており、働いている、あるいは関係
してくださっている方は、パートや障害のある方も
含め 50 名ぐらいで、一緒に毎日活動しております。

「年をとっても障害を持ってもその人らしく暮らせ
る日高村」をめざして活動を行っております。
　今日の先生のお話ありがとうございました。先生
のお話の中で、トマトの規格外を使って加工品をつ
くっている部分なんかが今日のお話にはぴったりか
なというふうに思っております。日高村はトマトの
産地でもありますので、規格外のトマトもたくさん
出ます。そういうトマトを使って地産外商というこ
とで、県外のほうに向けて商品を販売したりしてお
ります。また、そういうところで今回のお話とても
参考になりました。ありがとうございました。

（東森さん）
　ありがとうございます。では、柳川さんお願いし
ます。

（柳川さん）
　香美市定住推進課の柳川あずさと申します。先ほ
どの先生のお話の中でもあったんですけど、もとも
と群馬県高崎市出身で、大学の４年間高知大学地域
協働学部に在学をしていました。先生のゼミで黒潮
町で実習を行っておりました。卒業した時に全国転
勤がある素材系メーカーに就職して、その中で経理
と総務を中心とした事務系総合職として働いていて、
仙台で３年、東京に２年間おりました。この春から
また高知に戻ってきて、香美市のほうで公務員とし
て勤めております。
　香美市では、定住推進課というところで勤務して
おります。部署の名前どおり移住とか定住とかを、
あとまちづくりとか、そういった部分を中心とした
部署になります。私は婚活事業のほうの担当になり
まして、自然増をめざすというか、まず出会いをサ
ポートして結果的に子どもが生まれてくれたら嬉し
いけども、それは個々人の自由にもうあたるものな
ので、行政としてはそのきっかけづくりを提供した
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いという思いで行っております。
　今日の先生のお話ありがとうございました。私が
特に共感したのはざるの目のお話で、実際県外、特
に東京とかで過ごしてる時に、なかなか東京はお野
菜高くて量が少なくてみたいな部分があって、買わ
ないとだめなんで何となく買うんですけどあまり買
う気がしなかったんです。その中でもニラとかナス
とかショウガとかは特に高知県産のものがあったら
まず買うようにはしてました。もちろん高知に帰っ
てきて県産のおいしいお野菜とかがいっぱいあって、
素材がおいしいのですから、それを活かしてたくさ
ん高知でお金が回ればいいなというふうに思ってお
ります。
　一方で、東京で馬路のすし酢をすごい使ってま
すっていう友だちがおりまして、すごくおいしくて
これ以外は考えられないですっていうようなファン
がおりました。なので、そういったファンを全国に
増やしていくことがざるの目を小さくする、ぱっと
はすぐ結びつかないかもしれないんですけど、結果
としてそういうことにつながっていくんじゃないか
なというふうに思います。以上です。

（東森さん）
　ありがとうございます。それでは、北さんお願い
いたします。

（北さん）
　皆さん、こんにちは。高知機型工業株式会社の北
泰子と申します。本日はこのような場でお話しさせ
ていただけることに感謝申し上げます。弊社は創
業 1946 年で、今年 79 年目になる会社でございます。
皆様のお手元にちょっとまとまったパンフレットを
入れさせていただいておりますが、この中に高知機

型工業株式会社のことをまとめてきております。
　現在香南市の香我美町に本社を置きまして、あと
中国の大連、青島に事務所を持っています。大連が
メインです。産業の基盤になります産業機械の部品
を大量生産をするための型づくり、これを通じて社
会に貢献している会社でございます。なお、その型
づくりのノウハウを活かして、現在は海外から鋳鋼
品の輸入をして国内のさまざまな機械をつくってい
るメーカーさん、例えば建設機械であるとか農業用
機械であるとか、そのほかいろいろ多岐にわたって
いますが、最近は鉄道関係とかも多いんですが、そ
ういった鋳鋼品を調達をしています。
　そして、特に SDGs に力を入れて、できることか
ら順に進めてまいりました。地域レジリエンスと脱
炭素を同時実現して 2050 年のカーボンニュートラ
ルをめざしています。弊社が建っておりますのは香
我美町で、ほんと周りはミカン畑なんですけど、そ
ういったところで仕事をさせていただいております。
　本日中澤先生のお話をお聞きしまして、弊社で特
にできることっていうのがお話にあったクオリティ・
ループだと思います。その中で質の高い労働力を確
保し、企業の収益を上げることで税をたくさん納め
ることができるという、そこのところでやれること
があるんじゃないかと思います。そのためには、や
はりこの人口減少の中で若い人たちに魅力を感じて
もらえる仕事の創出、これが非常に大事だろうとい
うふうに思います。また、これにつきましては、後
ほどお話をさせていただきたいと思います。本日は
どうぞよろしくお願いいたします。

（東森さん）
　ありがとうございます。中澤先生は、もうちょっ
と言いたかったなというところありますでしょうか。

（中澤先生）
　大丈夫です。

（東森さん）
　ありがとうございます。ということで、今ご紹介
をしていただきました４名のご登壇者の皆様、それ
ぞれさまざまなお立場の方々です。安岡さんは日高
村という高知の中でもかなりローカルな場所を拠点
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にして、実は全国区の有名な取り組みを全国に紹
介されてかなり有名な方になってらっしゃいます。
ローカルにおける福祉であったり、トマトという題
材を挙げてらっしゃいましたけども、地域の食材を
どのように価値化していくか。それから高齢者の方
や子どもたち、学童の居場所づくりなどを取り組ま
れているお立場から、この人口減少をどのようにお
感じになられてるかということをお聞きしたくて登
壇いただいております。
　柳川さんは、今ご自身もおっしゃられておりまし
たとおりもともと群馬のご出身、だけどもご縁が
あって高知大学に入学されて、一度高知大学卒業後
に県外に出られた。関東のほうに行かれたんですね。

（柳川さん）
　最初は仙台です。

（東森さん）
　仙台のほうへ行かれてたということで、また高知
に戻ってこられたと。

（柳川さん）
　そうです。

（東森さん）
　ということですね。そして、現在ご縁があって行
政のお仕事をなさってらっしゃりますので、このお
立場からのお感じになられていることをお話しいた
だきたいということでございます。
　北さんにいたっては、先ほど中国大連という地名
も出ておりましたけども、高知におけるものづくり
産業のリーダー企業として、この人口減少をどのよ
うにお感じになられているのかということ。あるい
は逆に、世界を知ってらっしゃるというお立場から
どのように見えてるのかと、このあたりのところを
お聞きしていきたいなというふうに思っております。
　まずは、ちょっと重ねてのお話になるかもしれま
せんけども、今高知県の人口が 64 万人で、明治時
代と同じぐらいの規模感になっていきつつある。こ
の後、江戸時代に入っていくんではないかなという
ことが予想されております。まず基本的な質問なん
ですけど、それぞれご登壇者の皆様、今高知県のこ

の人口減少についてどのようにお感じになってい
らっしゃるのか、あるいはご自身の活動に何かアゲ
インストな、向かい風になるような課題というよう
なところ、あえてそのあたりのところをお聞かせい
ただけたらと思いますが、いかがでしょうか。
　まず、中澤先生いかがでしょう。

（中澤先生）
　もう皆さんご存知のとおり、現在大学が数が多い
のではないかという議論が始まっています。15 日
に出た白書のほうで、今後は私立も公立も国立も縮
小させていく話が出始めてきました。５年ぐらい前
でしょうかね、国立大学のいわゆる文系はもう要ら
ないんじゃないかっていうような議論もあったりと
かしています。この国はほんとにどうかしてるなと
思いますけど、教育に金を掛けないという方向でど
うも議論が進みそうになっています。いや、そう
じゃないと、人が減ったからこそ教育の質を上げて、
一人一人のパフォーマンスといいますか、単に産業
的に成功するという話じゃなくて、より豊かな人生
を描くためにやっぱり教育が必要なんだというとこ
ろを訴えていきたいなというふうに考えています。
　地域協働学部は、実は教員が 25 人いて、学生は
一学年が 60 人しかいないんです。これはもうほん
とに考えられないぐらいの少人数でやっています。
それぐらい彼らと向き合ってやる教育が現在では必
要だというふうに我々は感じて設置しているんです
けれども、時代はなかなかもうそれを許してくれな
くなってきています。人口が減るとともに教育の質
もどんどん落とさせようとするこの動きは、もう向
かう先が見えてるんです。縮小をどんどんしていっ
ちゃうということで、そうじゃなくて今こそやっぱ
り教育する、教育の力というものに、国もですけれ
ども都道府県も市町村ももっと気づくべきだという
ふうに考えたりしています。

（東森さん）
　なるほど、ありがとうございます。
　安岡さん、いかがでしょうか。

（安岡さん）
　日高村も年々１年間で 100 人ぐらい減ってまし
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て、20 年前にわのわ会が始まった時 6,300 人いた
のに、今 4,800 を切るか切らないかみたいな人口に
なってます。人口が減るのと同時に去年の９月には
スーパーマーケットもなくなりました。でも、村民
そんなに困ってるようにないんです。隣町で買い物
をしていたから、わざわざ日高のスーパーを利用し
てなかったからそんなに困っているようにないって
いうのが現実です。地域のお買い物サービスみたい
な高齢者向けの買い物サービスもやっておりますし、
ホームヘルプサービスとかっていうのもやっており
ますし、いろんなことをやっておりますが、住み慣
れた地域でどうにか楽しく暮らすような支援みたい
なことができるといいかなと思って活動を続けてい
ます。
　人口が明治時代に戻っていくっていう話を今さ
れてて、それはうちの中でもよくする会話なんで
す。こんなこと言ったら何か言い訳かもしれないん
ですけど、もちろん減って大変なんですけど、戻っ
て当たり前って思ったらもうちょっといろんなこと
が考えることができるんじゃないかなっていうふう
に思ったりもしています。なので、戻った場合、日
高村は 2,500 人前後ぐらいになるらしいんですけど、
その時に私たちが日高村でできることを維持してい
けるような、自分たちでどういうふうに生活をして
いくかっていうところを自分たちでイメージできる
ような、そういうふうなことを考えて進んでいくっ
ていうのが大事じゃないかなって思っております。
　今できることっていうと、商品を外向けに売るっ
ていうのはもちろんです。一方で今日お話の中にも
ありましたが、うちの商品に関わる玉ねぎをつくっ
ているＢ型事業所、障害者の就労支援事業所がある
んですが、高知県でたくさん玉ねぎをつくっている
Ｂ型事業所がございます。そこから玉ねぎを買うこ
とによって、市場から玉ねぎ買うのと同じようです
が、そうやっていろんなところと手を取り合うこと
が必要です。でも、知り合うきっかけがないって先
生おっしゃいました。その知り合うきっかけをつく
るためには、こうやって全然私たちがやっている活
動や事業と違うところで、皆様と知り合うきっかけ
を持つっていうのがここから先大事じゃないかなと
思います。
　異業種の方々と知り合いながらその中で、新しい、

自分たちではできないけどもしかしたら隣の人が
持ってるかもしれない。その隣の人に手伝ってもら
いながら、高知県のいろんなところとつながり合っ
ていきたいと思っています。今新しく考えているの
は、わのわ会の新しい事業として加工施設をつくっ
たんですけど、うちはソースしかつくってなくて
ジュースはつくってない。じゃあジュースつくって
いる高知県内の企業さんにジュースつくってもらっ
たら、それを外に販売できるっていうふうなことも
考えたりしています。
　人口減少でいうと、移住者を増やすのではなくて
交流人口を増やして、日高村にまた来てもらってそ
こで泊まってもらって、気に入ったら移住してもら
うっていう具合に、交流人口を増やしながら、そこ
に農業も加えお年寄りの小遣い稼ぎを加えて、それ
がまた耕作放棄地をなくす活動につながるという

「いきいきプロジェクト」みたいなことも今進めて
います。
　そんな感じでいろんな人たちと関わるっていうこ
とがとても大事なことではないか、経済の豊かさが
幸せとは限らないというところが、今日先生のお話
で一番心に残ったものです。ありがとうございます。

（東森さん）
　キーワードがたくさん出てきましたね、ありがと
うございます。この後の展開でもぜひ触れていきた
いなというふうに思います。
　いかがでしょうか、柳川さん。

（柳川さん）
　先ほど高知県全体でどんどん人口が少なくなって
いるというお話があったかと思うんですけど、香美
市においては転出よりも転入のほうが多い社会増
の状態が今生まれてきたところです。ただ一方で、
やっぱりその自然減というかご高齢の方がなくなっ
ていくことがやっぱり多くて、全体として香美市と
しても人口がどんどん少なくなっているというよう
な状況ではあります。
　実際定住推進課で働いていていろんな集落にお邪
魔させていただくこともあったりするんですけど、
集落がもうあと１人しかいないみたいな、もう集落
とは呼べないから集落という名前を消してくれって
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言われることがあったりして、そもそもその維持が
難しくなっているなという印象があります。ただ、
ある程度もうそれがしょうがないことにはなるのか
なとは思っていて、その中でいかに社会増とか出生
数を増やして、人口と暮らしが釣り合う状況を守っ
ていくかということが大事なんではないかなという
ふうに思っています。
　香美市のその社会増の要因、大学があることが結
構一番大きい部分ではあるんですけど、もちろんそ
の分出ていく人も多いんですけども、若者が入って
きています。あとは子育て世代の移住がちょっと多
くて、香美市はバカロレア教育というものを香北の
ほうでやっておりまして、それに魅力を感じてくだ
さっている親御さんが家族で移住してくださってい
ます。なので、今香北町の賃貸物件は常に満員みた
いな状況になっております。
　あとは、香美市では「かみめぐり」という取り組
みを行っていまして、今年も９月以降にやります。
これは特に移住者さんとか事業を起こしたいという
人がまだテストみたいな感じで、事業するのを支援
しているものです。例えばサップをやるので皆さん
集まってくださいとかおそばをやりますとか、そう
いう感じで行政自体がその移住者さんのチャレンジ
を応援していくような風土があって、そういうもの
が魅力になっているんじゃないかなと思います。
　あと、これは私自身がとても強く惹かれた部分な
んですけども、やっぱり高知県は南海トラフが起こ
るっていうふうに言われていて、香美市は高知県の
市の中で唯一海に面していない市で、地盤が固くて
どんどん地価が上がっている場所です。その津波被
害の少なさとかの地理的要因も選ばれる要因になっ
てるのではないかなと思っています。
　あとは、香美市だけじゃなくて高知県全体の話に
はなるんですけども、私が高知県に惹かれた一番の
要因はやっぱり自然が豊かで人が良くてっていう部
分で、あと食べ物がおいしい。これほかの県にはな
かなかありません。こんなに揃っているところはな
いんじゃないかなというふうに思っています。ただ、
その高いポテンシャルを活用しきれていないように
も感じているので、そこをどういうふうに行政とし
て考えていくかが大切かなと思います。以上です。

（東森さん）
　ありがとうございます。そうですね、確かに市の
中では海に面してないですね。今私も、あぁそうだ
と思いました。村とかほかの行政体になると山間部
にもありますけども、確かにそういったところも
あって社会増をしているという話は非常に今合点が
いきました。ありがとうございます。
　それでは、北さんいかがでしょうか。

（北さん）
　人口減少を非常に感じてるのは、やはり新卒の学
生さんを採用するのがもう年々難しくなっていると
いうことです。例えば工業系でいいますと、高専の
学生さんに就職してもらいたいって思っても、やは
り県外に出ていくっていう方が非常に多くて、ほん
とに残るのが２、３人くらいで、５人だったらすご
い多いほうだと思いますね、ほんとに２、３人を県
内企業で奪い合うみたいな、そうするとやはり県内
の中でも大手の企業さんのほうに取っていかれるっ
ていうようなことで、年々大変になっています。若
い方に来ていただけるようにするために、弊社の場
合でしたら、昔でしたら職人さんが５年とか 10 年
ほんとに見習いをして技術を習得するっていう形
だったんですけど、今はそれをもうデジタル化して
短期間でその仕事ができるようにしていくとか、そ
ういった努力をしています。
　若い人たちが、県内にどんな企業があって、そこ
の企業がどういう仕事を具体的にしてるかってい
うのがあまり知られていません。PR ができていな
いっていうことがやはりネックになっていますので、
それでできるだけ PR をしていくっていうことを心
がけています。
　その中の１つで、皆様のお手元にミレービスケッ
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トがあると思うんですけど、これは弊社オリジナル
のもので野村煎豆加工店さんとコラボでつくらせて
もらっている食べるパンフレットです。こういう４
連のものにもともとはなっているんですけど、これ
に動画とかをホームページとか QR で見ていただけ
るようになってまして、これが結構企業 PR とかに
活躍してくれています。会社紹介動画っていうのを
見ていただくと弊社の仕事内容を詳しく分かりやす
く説明しています。この人口減少の中でやはり企業
が生き残るためには、若い方に技術をつないでいか
ないといけないっていうところがありますので、そ
このところに努力をしないといけないというふうに
考えています。

（東森さん）
　ありがとうございます。ミレービスケット、皆さ
んのお手元にあると思いますけど、そうちょっと私
改めて見て気づいたんですけど、さっきこれ食べる
パンフレットっておっしゃってましたね。

（北さん）
　はい。

（東森さん）
　だそうです。北さんの会社の高知機型工業さんの
食べるパンフレットです。すみません。これバー
コード付いてないんで売る用じゃないんですね、非
売品って書いてますね。

（北さん）
　はい。

（東森さん）
　売っても面白いかなと思ったんですけど、そもそ
もバーコードが付いてないので、これは売る用じゃ
ないなということを今感じた次第です。ありがとう
ございます。
　今、皆さんにそれぞれの立場から、この高知県の
人口減少についてどういうふうにお感じになってる
のか、あるいはアゲインスト、向かい風に感じてる
ことって何でしょうかとお尋ねしたところ、さすが
皆様、それをどういうふうに対策するかということ

もお話しくださいました。幾つか共通のテキストマ
イニングじゃないですけど、共通キーワードとして

「人」というところに皆さん結構フォーカスしてい
て、特に若い人だったり教育だったり知ってもらう
とか、そういうようなことが異口同音で出てきたよ
うに感じます。
　私も仕事柄今３つの、高知県内で１校と他県で２
校、高校生の商品開発の講座の講師を担当させてい
ただいています。その中でキャリア教育的な時間も
ちょっと特別にとらせてもらって生徒たちにお伝え
してるんですけど、皆に聞くと、結局テレビのコ
マーシャルで見たことがあるとか、幹線道路沿いの
看板で見たことがあるとかっていうところに就職志
望があったりするんです。そういう特徴を感じてま
す。
　反対に、高知県内でいうと、テレビコマーシャル
をしてなくて幹線道路沿いにも看板がなければ、そ
れと日頃自分が立ち寄るようなお店でなければ、な
かなか知ってもらえないという課題があるかなと思
います。高校生たちですので、当然知る店というの
はファーストフード店とか外食店とか、あとは服飾、
洋服の会社とかを知るのでやっぱりそういうところ
で働きたいというふうに考えている方が多いかなと
思っています。いかにその若い人に知ってもらうか
ということがとても大事かなというふうに感じた次
第です。
　今日核になってるお話が、中澤先生のこの資料の
スライドの「地域経済循環を強化する２つのアプ
ローチ」というページの一番最初に施策例というこ
とで、「地域外からお金を稼ぐ産業を育てる」「地域
内の企業間連携を強化する」「地域外への資金流出
を抑制する」「地域資源を有効活用する」というこ
とです。まず前段にこれを置いていただいた後、各
論の中でもさらにこの論に戻ってらっしゃると思う
んですけども、この観点がとても重要だなというふ
うに今日感じた次第です。
　例えば地域外からお金を稼ぐ産業を育てていかな
ければならないというのは、まさに北さんの事業が
それに相当されてるかと思いますし、安岡さんたち
がおつくりになられているトマトを使ったそれぞれ
の商品、スープであったりとかジャムであったりさ
まざまあろうかと思いますが、これもそれに相当し
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てくるようになってくると思います。企業間連携は、
北さんの会社と野村さんの連携もまさにそうでしょ
うし、安岡さんがおっしゃってたジュースをつくる
というところもそれに相当するのかなと思います。
　私的にちょっとここがポイントかなと思うの
は、この資金流出を抑制するということで、これが
ちょっと難しいなというふうに感じてます。この
後皆様にお尋ねしたいんですけども、私の中にある
問題意識としては、例えば公共交通ですね、高知県
内の路面電車であったりとかバスという、移動とい
う観点で見るとそういうインフラがあるんですけど
も、片や私たち、車を購入するじゃないですか。そ
の車、例えば新車の販売価格は年々上昇してるんで
す。詳しいデータで見たわけではないですけど、私
の肌実感でも新車の価格って高くなってる、これに
掛けるその支出がかなりのウエイトを占めている。
あと、次いで大きなお金を掛けるものとしては家で
すね。こんなようなところがあって、どういうふう
にすれば、地域内の稼ぎが地域内で循環をし新たな
価値を生み出して、さらにそれが例えば地域外から
お金を稼ぐ原資になり得るのかという、このあたり
がちょっと難しいかなと思います。
　最後、地域資源を有効活用するは、皆様それぞれ
お取り組みされてると思いますけど、この地域外へ
の資金流出を抑制するという観点いかがでしょうか。
　中澤先生、何かコメントをフォローしていただけ
ないでしょうか。例えばこんなやり方があるとか、
あれば教えていただけたらと思います。

（中澤先生）
　いや、これやっぱりご指摘のとおりなかなか難し
い問題です。特に今黒潮町さんと一緒に活動してる
のですが、スポーツツーリズムという事業をうまく
軌道に乗せることが 10 年掛けてできたんです。そ
うすると、実感として人が入ってきてお金使ってく
れて、そのお金が落ちてそれが所得に回ったという
ところまでは確認できます。だけど、その所得が増
えて今度消費に回る時に、地元で欲しいものがない。
買いたいものがないということに直面しました。普
段の生活では隣町によく行っている、もしくは通勤
しているという形になると、そらぁそこで買うのが
自然でしょうって言われると、それはそのとおりな

んです。
　でも一方で、地元の商店街さんでは商売をされて
るし、ほんまに欲しいものないかっていうたら実
は売ってたりもしています。でも、そこの情報の
ギャップというか行動のギャップがあって、これを
中に回さないとせっかく生み出した効果が結局隣に
流れていくということは、これこんな悪意のある見
方したらいかんですけど、四万十市さんはしめし
めってわけですよ、黒潮町さんは横で頑張っていっ
ぱい所得を増やして、こっちで消費してくれてるか
らしめしめとなってしまいます。

（東森さん）
　あぁ、なるほど。

（中澤先生）
　これほんと意地悪な見方ですけど、でも実は逆も
あって、四万十市さんでやったものが黒潮町に戻っ
てくる。でも、量でいうとどうかなって話も当然出
てきます。そうすると、ここで我々今２つ議論して
まして、１つは、やっぱり地元で使えるようにしま
しょうよということです。これどんな仕組みがいい
のか、まだほんとに議論してる最中なんですけども、
例えば一番よく使うのは商品券方式ですよね。でも、
これってほんとにいいのかっていろいろ議論があり
ます。もう一つは、地元ってどういうふうに考えた
らいいのかなということです。つまり、もともと経
済圏としては幡多っていう広域があるじゃないかと
いうことです。でも、行政はそことは一致してなく
てばらばらになっています。黒潮町が実施した政策
の効果が四万十市に落ちたら、これはお金の漏出な
のかどうかっていう判断ってやっぱりちょっと議論
が必要だと思うんです。もっと生活圏単位で考えて、
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市町村、基礎自治体さんで何とかなるっていうとこ
ろもあれば、もう少し広域で捉えてそこの大きな暮
らしを守っていくっていう施策で考えた時に、これ
は同一地域内での効果だというふうに表現してもい
いんじゃないみたいなことです。我々が暮らしてい
る地域の単位みたいなのをどう考えるかみたいな、
そんな議論も出てきています。
　これはその地域外への資金流出を抑制する直接的
な取り組みじゃないんですけども、この小さな範囲
になればなるほど自給できることであったり、やれ
ることってやっぱり限定されるんです。経済政策っ
て逆にもっと大きな範囲で生じるものですから、こ
のギャップを黒潮町単位みたいなところで考えすぎ
ちゃうと、ちょっとその行き先を間違えてしまうん
じゃないかっていう議論が出てきているというとこ
ろです。
　ただ、強制的に地元で買いなさいっていう方向性
は多分絶対だめで、欲しいものとかやってみたいこ
ととか消費したいものを、どういうふうに喚起して
いくかっていうのがベースにあると思います。地元
の方々に今言ってるのは、どんなことにお金を使い
たいっていう話ですね。そこをつかまえるっていう
ところを今やっている感じになります。

（東森さん）
　なるほど。もしかすると高知県内では、市町村
単位でその良し悪しを評価するのにどこかちょっ
と限界があるのかもしれません。ゾーンというか
地域というのか、高知市もそうなんですけど、高
知市だけで語るのではなくて、南国市だとか土佐
市だとかいの町とか周辺の自治体も含めた単位で
見ることも必要かもしれません。私たちスーパー
マーケット業界では、商圏人口とかって言ってい
ます。ここは 40 万人ぐらいいるから云々などとい
う具合です。実はこの前葛島に大きな雑貨屋さん
ができましたよね、大手の。名前具体に言うとは
ばかられますけど。旭のところのお店も閉店して、
これからまた改装してもう１回出直そうとしてる
のは、やはり地方都市においてはその商圏人口が
かなり大きいんですよね。それでボリュームがあ
るという判断をされてるでしょうし、先ほどの黒
潮町と四万十市の関係もそうなんだというふうに

感じた次第です。
　私も車ユーザーでもあるんですけども、さっきの
自動車と公共交通の関係についてですが、自動車に
大きなお金を払うのに公共交通は経営に苦しんでい
るという状況になってるのは、ちょっとバランスと
しておかしいんじゃないかなというのを思っていま
す。そのあたりを先生がまとめていただいてるこの
４点の視点で整理をしていくと、公共交通であった
りとかあるいは自動車産業でも、高知県内でも自動
車のパーツをつくってるメーカーさんありますので、
そういったところをもう少し光を当てながらバラン
スをうまくとっていくということが大事かなという
ふうに感じた次第です。
　逆にこの地域外への資金流出を抑制するというこ
とは、逆にいうと資金を呼び込むということもあっ
たりしないかなと思いますけど、このあたりはどう
なんでしょう。北さん、世界にネットワークを広げ
てらっしゃいますけども、例えばその資本を県外も
しくは海外から求めて事業の発展を求めていこうと
か、そんな話が社内で出たことがあるとか、そう
いったことはございませんでしたでしょうか。

（北さん）
　そうですね、20 年前に中国の大連に事務所を構
えて、日本ではなかなかつくれないレベルの高い鋳
鋼品を中国の協力会社と一緒につくって輸入して、
それを国内の大手メーカーさんのほうに納めるって
いう仕事をし始めました。ちょっと差別化していう
と、単なる商社ではなくて、その型のところ、設計
段階から相談に乗って型も提供し、そして中国の鋳
造メーカーさんと協力していい商品をつくって輸入
します。その後は、国内の例えば日立建機ティエラ
さんとかの例を出すと、建設用の機械、それに弊社
が提供した部品を組み入れてつくって海外に商品と
して出していくということなので、もともとの素材
とかは海外から入れるんですけど、その技術的なこ
とは弊社のほうでやって付加価値を高めて県外、そ
して海外に出していくという、そういったことを
やってきています。
　お答えになってないと思いますけど、どうしたら
いいですか。
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（東森さん）
　いや、大丈夫です、ありがとうございます。だか
ら、資金を呼び込むというのは難しいかもしれませ
んけど、何というかニーズを引っ張り込むというか
ですね、そういうことをやられてるのかなというふ
うに今思いました。

（北さん）
　資金を呼び込む、まぁそこまではいっていません。

（東森さん）
　何かこう広く捉えると、ここにはそのお金を稼ぐ
産業というふうな表現がありますけども、例えば柳
川さんの担当しておられる婚活事業の対象者という
のは、高知県内の方には限ってないんですか。

（柳川さん）
　限っていません。ただ、大体複数応募があるんで
すけど、香美市の方を優先して当選させている感じ
です。

（東森さん）
　そうなんですか。

（柳川さん）
　香美市での婚姻者を増やしたいので。香美市内の
方を優先させますっていうふうにも明記しています。

（東森さん）
　でも、希望者の方が来たら、だめですというわけ
でもなくですね。

（柳川さん）
　そうです。過去に多分愛媛の方もいらっしゃった
はずです。

（東森さん）
　それで、私は４人のご登壇者の皆さんのお話を聞
きながらまとめてもいかないといけないので、どう
しようかと思ってるんですけど、ちょっと今思い浮
かんでる私のアイデアがあります。証券取引所って
ありますよね、基本的には、資金を募るために株券
なり債券を発行して、それの売買をすることによっ
て会社が資金を得て、成長局面に持っていくという
証券取引所という機能が社会にはあります。有名な
のは東京証券取引所です。これをもし高知証券取引
所っていうのを単独で、これは法律的にそういうこ
とができるかできないかっていうと壁はたくさんあ
ると思うんです。しかし、今日皆さんがおっしゃっ
てるのは、いわゆる人、もの、お金、情報、この資
源をどうやって共有したり呼び込んだり、はたまた
売り出したりっていうことを異口同音に言われてい
て、ちょっと浮かんだのがその証券取引所なんです。
　Kochi Stock Exchange というものを立ち上げて、
そうすると高知県内だけじゃなくて高知県外でも世
界からでも、その高知の魅力に可能性を感じる方は
まず第一に高知の会社の株式、あるいは債券を購入
できる、あるいはそれが労働力なのかボランティア
なのかもありますけども人を提供する、さらに今先
ほど北さんおっしゃった資材、製造機械とかを譲る
か、もしくは買いますよというふうな情報を入れて
くるかとか、何かそんなことができたりしないかな
というふうにちょっと思ったりしたんです。それが
知らせることにもつながっていくととても良くて、
日本国内でも例がなければ、第１号として日経新聞
とかにも取り上げてもらったら一気に注目度上がる
かなというふうに思ったりはしたんですけども、い
かがでしょうか、皆様の評価をお聞きしてみたいな
と思います。
　中澤先生、どうでしょうか。

（中澤先生）
　大変面白い取り組みだと思います。例えば自治体
さんとかでソーシャルインパクトボンドみたいな形
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で、この社会課題を解決するために皆さん支援して
くださいみたいな形で債券化して、それを買って
いただいて支援するみたいなのはあるんですけど、
もっと幅広でってことですよね。資金調達も含めて
そういった地域活動支援であったり、人材の流入と
いうか定住であったり、そういうものを応援してあ
げるから一緒にやりましょうよみたいな流れという
のは、実は世界的に見ても来てるんですね。昔みた
いに自分が儲かるためにお金を使いますっていう、
それはもちろん一方であるんですけど、そうじゃな
くて社会が良くなるためだったらお金出しますよっ
ていう、そういう方々も出てきています。
　実は現場とその意志を持ってる方のつなぎ目がな
かなかないので、今東森さんおっしゃったような形
になるかどうか分からないですけども発想は多分そ
ういうことだと思います、マッチングをさせるとい
うことをつくっていくことができれば、社会課題か
らそういう経済問題や人の問題もそのベースで一定
資金の話は解決できるのかなと思います。
　今これ実はもう相対取引みたいな形で、「うちの
市町村こんな哲学でやってます、皆さんどうです
か」って外に向かって発信して、手を挙げてくれた
ところと手つなげるか交渉が始まるわけです。今
言ったようにそういう場所に一堂に会するのかどう
か分かんないですけど、その場所に来てくれたらそ
ういう人たちとマッチングできますという形にした
ほうが明らかにやりやすいはずです。人も集まりや
すいですし、お金はないけどやる気はむっちゃある
人と、力、マンパワーはないけど資金は提供できる
みたいな人のマッチングができたらそらすごく面白
いなというふうに思います。

（東森さん）
　ありがとうございます。安岡さん、ついでにお聞
きしたいんですけど、実は食品業界って高知県産品
データベースというのがあって、高知県内でつくら
れてる食品の一覧リスト、これ県がつくってます。
それを伊勢丹さんだとか成城石井さんとか有名なと
ころの地域外のバイヤーも見ることができるように
なってますよね。あれ商品だけに限定してるので、
資金も、こんな機械も欲しいとか、こんな能力のあ
る人も欲しいみたいなことも、出しちゃえばなんて

思ったんですけど、そういうニーズはないんですか。

（安岡さん）
　そういうところがあったらいいですよね。そうい
う何か書き込みができるところがあったらもちろん
いいかなとは思いますけど、なかなかぱっと見で、
そのページを見ただけでそこに資金投じるかってい
うとなかなか難しいかもしれません。今やっている
のがファンづくりみたいな交流人口づくりみたいな
ところです。さっきちょっと言いましたいきいきプ
ロジェクトっていうのをやってるんですけど、そ
れってトマトとあるものを掛け合わせた健康食品み
たいなのを高知大と一緒に研究してつくってます。
それを県外に売って、それを食べた人が元気になっ
て、食べた人がファンになるみたいになっています。
なので日高村でイベントをやって、この前もファン
が自費で 20 人ぐらい来ていましたが、それを一緒
に育てるっていうことが必要じゃないかと思います。
それのバックにはいろんな企業さん、KDDI さんと
かチェンジさんとかいろんな企業さんが入っていて、
そこの福利厚生として使ってもらって来てもらうと
かっていうふうな、企業と地域とをつなぐっていう
のをやってます。そういうのでメディアに出る回数
も増えて、「あっ、あの商品ね」って言われるよう
になると、東森さんの言うデータベースに載せて、
こういう人たちをって言っても来てくれるかもしれ
ないですけど、ただのデータベースにだーっと羅列
しただけではちょっと難しいかなっていうふうには
思います。

（東森さん）
　確かにそうですね。ありがとうございます。柳
川さん、どうでしょうか。行政の立場ですから、
ちょっと見方も違ってくるかなと思いますけども。

（柳川さん）
　そうですね、何か近しいものとしては、ふるさと
納税なのかなというふうに思います。

（東森さん）
　あぁ、確かに。
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（柳川さん）
　その地域のいいものを全国の皆様に買っていただ
く、市町村に納税をいただくっていうふうなもので
す。よく言えばファンづくり、市町村のファンづく
りに関係人口づくりにつながるのかなとも思いま
す。実際香美市でもふるさと納税は結構な額を皆様
からいただいてるんですけども、毎年毎年同じもの
を買ってくださるっていう方も多くいるというふう
に聞きますので、そういった１つ１つ地道な活動が
ファンづくりにつながるんじゃないかなと思います。

（東森さん）
　確かにそうですね。人口が少なくなる中でも、知
恵と創意工夫で絶妙な仕組みをつくればということ
ですね。ふるさと納税まさにそうですね、億円単位
以上のお金が集まるというのですから。

（柳川さん）
　はい、そうですね。

（東森さん）
　その方たちがもしかしたら観光で来てるかもしれ
ない。

（柳川さん）
　そういう方も多くいるというふうに思います。実
際納税いただく時にコメント欄みたいなやつがあっ
たりして、その応援メッセージとかで「アンパンマ
ンミュージアムとか香美市にあるので、それでいい
なと思いました」っていうような声が多くあるとい
うふうには聞いています。

（東森さん）
　なるほど、ありがとうございます。北さん、どう
でしょう。もう１回ちょっと同じことを聞いてるみ
たいなことになりますけども。

（北さん）
　そうですね。高知はほんとに昔からずっと漫画家
をたくさん輩出しています。今も「あんぱん」を皆
さん見られてると思うんですけれど、そのアニメ業
界っていうのが国内だけでなくて海外にも今どんど

ん広がっています。まさに明日「アニクリ祭」って
いうアニメのクリエイターの皆さん集まるお祭が開
かれるんですけど、それにも今回弊社が参加させて
いただいてて、ちょっとプリントしてる中で「エ
ヴァンゲリオン」ですかね、これ１メーター 50 セ
ンチぐらいの銅合金のものです。これを出品する予
定です。あと２メートルの「シン・ウルトラマン」
の銅合金であるとか、高知の海洋堂さんと組んでそ
ういうふうにしています。
　その３兆円とかっていわれてる業界のほうに、弊
社でしたら自社の技術、それを使って新たな市場に
やっぱり出ていく。それを高知にも呼び込むという
か、海洋堂さんがすでにいろいろの施設をつくって
くれてたり、そこに南国市さんも四万十町も協力し
たりしています。そのアニメっていうところの切り
口で高知に資金を呼び込むというか、そういったこ
とが今後できていくんじゃないかなというふうに今
考えています。

（東森さん）
　なるほど、ありがとうございます。そういうソフ
トコンテンツ、漫画・アニメですが、それも例えば
先ほどのその証券取引所みたいなところのカテゴ
リーの１つに入ったり、もしくはそこにふるさと納
税の仕組みもドッキングさせて、かつ安岡さんおっ
しゃるようにデータを一覧化するだけでは共感しな
いんで相手の方に伝わらないので、いろいろな創意
工夫を凝らして高知に来てもらったりっていうのも
あります。高知で商談会をやって全国からバイヤー
が来てもらうとかっていうのもあります。
　私個人的には、いろいろと絶妙な仕掛けをつくれ
ば、人口が多い少ないに限らず、アイデア次第で新
しい仕組みがつくれるんじゃないかなと思っていま
す。新しい仕組みを全国、世界に先駆けて高知でつ
くり出して、その仕組みに関しての一番を取るとい
うことがとても大事で、二番手以降はもうまねにな
るので話題にならないんです。とにかくその仕組み
に関しての一番をとる必要があります。
　ここで、私からもまたちょっと中澤先生に質問し
たいと思います。さっき私も触れましたけど、結果
として、人口を増やすっていうのはなかなか難しい
となった時に、この地域経済循環のいわゆる仕組み
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の評価ってどこに置くのかっていうところです。先
ほど黒潮町のポイントもおっしゃってくださってま
したけども、もし私たちがこれからこういうような
仕組みに取り組んでいったり、さまざまなことに当
たっていくにあたっては、どこで成果の良し悪しと
いいますか、成果が出た出ないとかって見ていけば
いいのかということです。端的にいうと、人口が増
えてくれるのが一番いいと思うんですけども、それ
は難しいので、ほかにどこに評価軸を置けばいいで
しょうか。

（中澤先生）
　ありがとうございます。実はアピール政策の評価
軸は、基本人口でもういいと思っています。それは
人口を増やせではなく、今落ちてるのを上向けにし
ろという話ではありません。むしろベースラインと
して、もう落ちていくのはある程度これはもう仕方
がないとみんな思ってると思うんです。これは各市
町村とか都道府県が急に上げれるような話でもない
です。それが逆にできちゃうと何か怖い政策を行え
た時しかできないはずなんで、ベースラインとして
もうこれは別に構いませんと。そこからどれだけか
い離、落ちてるんだけど緩やかにできるかっていう
ところで評価をすべきかなというふうに思っている
ところです。
　それは我々が暮らしていく時に、経済活動をする
にしても文化的な活動をするにしてもいろんな豊か
さにつながる活動をする時に、もう人がどんどんど
んどん減っちゃう中では限界がやっぱり来てしまう
というところですね。それをなるべく先の将来に到
達するようにする形で、いろんな抵抗なのか新しい
価値の生み出しなのかをやっぱりやっていくべきだ
と思っています。お金が幾ら稼げましたというのは
実は副次的な指標で、その結果ここで暮らしたいと
思える人であったり、ここで働きたいという人が増
えたかどうかっていうので見るべきじゃないかなと
いうふうに考えています。

（東森さん）
　なるほど、ありがとうございます。ついでに
ちょっと安岡さんにもお聞きしたいんですけど、そ
のお金の価値というよりもという世界にいられる

と思うんですけど、安岡さんにとっての幸福度とか、
今わのわ会の活動を通して、あっこれうまく行った
ねとかやったねっていうのは、どのあたりで成果の
評価ってされてらっしゃいますか。一番ここが何か
こう利用者さんとかスタッフのみんなにも響くねと
いうポイントありますでしょうか。

（安岡さん）
　やっぱり誰かにありがとうを言ってもらえる時が、
一番みんなが何かやっててよかったなって思うとこ
ろだと思っています。高知県はブータンをめざした
らいいなって思ったりしています。誰かのありがと
うをいただくということはその人の役に立っている
ことですから、一番幸せな県高知県みたいになれば
いいなと思っています。誰しも生まれたからには、
人の役に立つっていうのが生きがいであったりとか
充実感をもたらしたりとか、感じるところであると
思うんですよ。障害を持ってもできないは当たり前
でできることをやればいいっていう、そういう考え
方でわのわ会はやってきたので、一番はありがとう
をいただいた時がみんなのやりがいとか生きがいと
か充実感とか達成感になっているかなっていうとこ
ろです。それにちゃんとそれに対しての対価が付い
てくるところ、お給料が付いてくるところ、そこは
しっかりやらないと、ただ、ありがとうだけで霞を
食べていくわけにもいかないので、そこにはしっか
り対価が発生するっていうことをやってきているの
で 20 年間続いたのかなっていうふうにも思います。
大事にしてるのは、ありがとうですかね。

（東森さん）
　なるほど。経営とのバランスでありますけど、あ
りがとうってプライスレスというか、もう無限の可
能性がありますから、高知で人口が 64 万人であっ
たとしてもありがとうだけはそれ以上生み出すこと
ができます。でも反面、経営の代表者でもあります、
経営者でもありますので、そこはしっかりと押さえ
ていかないといけないということですね。ありがと
うございます。
　柳川さん、どうでしょう。仕事の目指すところと
か、今婚活事業が主担当であられると思うんですけ
ど、その成果の評価の軸ってどういうところに置か
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れてるんでしょう。

（柳川さん）
　そうですね。ちょっと私はまだこの４月から入っ
たばっかりで、まだ１回も婚活イベントやったこと
がないので。

（東森さん）
　あぁ、そうですか。

（柳川さん）
　すいません。多分机上の空論みたいな感じになっ
てはしまうんですけども、実際に高知全体でどんど
ん若者の数が、特に女性の数が減っていって、婚姻
者数も減少して出生数もどんどん減少してっていう
部分があります。高知県としてもそれに危機感を覚
えていて、こうち出会いサポートセンターっていう
県がやっている婚活のサイトとあとお見合いとかを
やっています。そこのセンター長さんとお話させて
いただくこと結構あるんですけども、その方がよく
言ってるのが、そこで出会った方々が結婚して、結
婚しましたって嬉しそうに報告しに来る時が一番嬉
しいですっていうような、自分もやりがいをすごい
感じるということです。あぁなるほどなと思って、
結局そこのセンターとかあとは婚活イベントがなけ
れば出会わなかった方たちが出会って結婚して家族
を築いていくっていうことは何か１つの素晴らしい
形だと思いますし、もし自分がそこの一助になれる
んであればそういうことも嬉しいことだなというふ
うに思っております。
　評価軸はどうなんでしょうね、結局婚姻数が増加
したらいいんですけど、結局離婚しちゃっても意味
はないので、なるだけ結婚が増えたらいいなという
ふうに思っています。

（東森さん）
　そうですね、なかなかちょっとこれ雑談みたいに
なっちゃうんですけど、婚姻されたとしても香美市
で住むかどうかは分からないですし。

（柳川さん）
　そうですね。

（東森さん）
　だから、当人同士の気持ちのこともありますので、
なかなかそこ評価軸をどこに置くのか難しいですね。

（柳川さん）
　そうです、ただ、香美市に住んでくれたら嬉しい
なっていうのもあります。あと域外への資金流出を
抑制するっていう意味でも、香美市では独自の補助
制度として、今 kamica マネーっていう「kamica」っ
ていう地域電子通貨を用意してまして、結婚したら
１人５万円で合計 10 万円市からプレゼントしてい
ます。結構セイムスとかの薬局・ドラッグストアと
か、あとバリューとかスーパーでも使えるので結婚
新生活のお役に立ちます。そういうふうに市として
もできれば市に住んでいただきたいというような思
いもあっていろいろやっています。

（東森さん）
　なるほど。kamica って３年か４年か前ですね。

（柳川さん）
　そうです、新しいものなんですけど。

（東森さん）
　なるほど、分かりました。ありがとうございます。
　北さん、どうでしょう。やっぱり事業として売り
上げが伸びるとか輸出額が増えるとか、そういった
ところが評価になってくるんでしょうか。

（北さん）
　そうですね。企業としては、従業員の皆さんのや
りがいとか働きやすさとか、そこのところがその評
価の基準に今後はなっていくだろうなというふうに
思っています。
　ちょっと話は別なんですけど、なかなか１企業で
何かを変えていくとかっていうことは難しいので、
今後は先ほど日高村のほうのお話も出てましたけど、
やっぱり連携をしていくというのが非常に大事だと
いうふうに思ってまして、パンフレットの中にチラ
シを２枚、これ企画書案なんですけど入れさせてい
ただいています。
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　１つは、「はちきんが変える高知の未来　高知の
ものづくり企業と学生の交流会」っていう企画です。

「高知ものづくり LABO」という女性経営者の会が
あるんですけれど、そこが核になって県内の女子高
校生とか専門学校生、大学生を対象とした交流会を
企画をしております。ここでポイントになるのが、
高知県の今後のデジタル化、そしてグローバル化で
す。急速に社会全体を変化させていますが、変化し
ている中で人間、ロボット、アバターが交わりなが
ら生活する時代がもう来てて、これだったら人口減
少が進んでいる高知でも勝機はあるんじゃないかっ
て思っています。そういったことで先ほど中澤先生
がおっしゃってたようにやっぱり教育にお金を掛け
ないといけない、教育がそのもとになるというふう
に思ってます。この企画では、株式会社オリィ研究
所っていうのがあるんですけど、そこのロボット開
発者でもあります吉藤オリィさんにおいでいただき、
分身ロボット、これを学生さん、教員の皆さんとか、
そうですね県の教育委員会の皆さんとかにも体験し
ていただきます。今後の教育がどういうふうになっ
ていかないといけないか、それから始まる未来を想
像して高知を活性化していくっていう、こういう取
り組みを考えています。
　やはり高知にいると自然が資源というお話も最初
の基調講演でも出ていましたけれど、そのために二
つ目に「森里川海プロジェクト・ローカル SDGs 四
国」企業交流会というのも高知で開催したいと思っ
て今進めています。これは環境省の四国事務所さん
と連携してやっている事業なんですけれど、全国か
らさまざまな方に高知にお集まりいただきます。高
知の企業も今後連携してやはり今後の CO２削減も
含めて、環境のことも、それから南海トラフが来た
時にいかに連携できるか、そんなことも含めてやっ
ぱりつながっていかないといけないなっていうこと
を考えています。

（東森さん）
　ありがとうございます。皆さんのお手元にもパン
フレットがあります。ぜひご興味のある方は参加し
ていただけたらと思うんですけども、やはり皆様の
ご意見、ご発言を聞くにつけ、先ほど私がこの壇上
でひらめいた情報共有、人、もの、お金、情報を見

える化してかつやりとりができる、出資したい人は
出資できるし、自分がそこに働き手として行けます
よという人は名乗りを上げられる、いわゆる求人が
そこに出ているとか、そういう何か大きな枠組みが
必要だと思います。その仕組みがいわゆるバック
ボーンとなり、地域経済循環を域内でも域外にも発
信できる、交流できるような仕組みが例えばこの２
月６日の企業交流会の全国大会になるんですかね。

（北さん）
　はい。

（東森さん）
　こういう時にお披露目ができたりとかすると大き
な話題を呼んで、あぁついに地方でそういうことが
始まったかという何か幕開けにもできるのかなとい
うふうに感じた次第です。今日はシンポジウムです
ので、じゃあそれ誰がやるのっていうところがあっ
て、言い出しっぺなんだからあなたがやりなさいよ
とか、それあるかもしれないんですけども、ちょっ
とそういうことを皆さんからインスピレーションを
受けた次第です。
　さて皆様、どんなようなインスピレーションを受
けられたでしょうか。ということで、ここから終わ
りの時間まで残りわずかとなりましたけども、お一
人お二人ほどご質問をお受けしてみたいなと思いま
す。せっかくご登壇をいただいておりますので、こ
ちらの４名の皆様に向けてお聞きになりたいこと、
質問をお一人１問でお受けしたいなというふうに思
います。
　マイクを準備しておりますので、ご発言される方
は挙手いただきまして、お名前おっしゃっていただ
いてご質問を１問、登壇者どなたかご指名されるよ
うでしたらお名前をどなたにということで、あるい
は４名の皆さん全員にということであればその旨も
おっしゃっていただきたいと思います。
　それでは、いかがでしょうか。質問ある方、挙手
をお願いいたします。
　はい、ありがとうございます。今マイクが参りま
すのでお待ちくださいませ。お名前からお願いいた
します。
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（会場　高橋さん）
　高橋と申します。質問の前に２つだけちょっと感
想を言わせていただいて構いませんか。

（東森さん）
　はい。

（会場　高橋さん）
　１つはこのセミナーについてですけど、私は１回
目から参加したわけじゃないですけど後半ずっと参
加させていただいて、今日この締めのようなセミ
ナーへ参加させていただいて感じたことは、やっと
出発点に立ったなっていうそういう思いです。まず
は、このセミナー全体を通して得たものを、今後自
治研究センターがどういうふうに発展させていく方
向を提示していただけるのか、それを非常に注目し
ていきたいと思っていることが第１点です。
　それともう一つの感想は、さすが高知だなと思っ
たのは、登壇者のパネラーの方たちが顔ぶれを見た
時に圧倒的に女性が多いんですね。なかなかほかの
県では見られない光景ではないだろうかと思うんで
す。そういう面でいえば、高知の特色っていうこと
にとことんこだわることもこれから先必要ではない
かなっていう気がします。
　質問に入らせていただきます。北さんのほうにお
伺いしたいんですけど、女性のパワーを引き出す、
そしてほんとに男女が手を携えて地域づくりあるい
はふるさとづくりをしていくために、北さんはどん
なふうにお考えになっているのか、ちょっとお伺い
したいと思います。以上です。

（東森さん）
　ありがとうございます。では、どうぞ。

（北さん）
　どうもご質問ありがとうございます。女性の力っ
てほんとに大きいというふうに考えています。弊社
でいうと、製造業ですのでもともとは男性が多くて、
女性は事務職ぐらいしかいませんでした。私、全く
違う仕事をしてたんですけれど、今入社して 13 年
目になります。立場としては取締役の副社長で入り
ましたので、そこからやはり社内にいる女性を引き
上げるっていうか、役職に就いてもらって力を発揮
してもらいたいというふうに思って、現在管理職が
部長クラス、課長クラス合わせて６名おりますが、
その中の３名が女性です。役員のほうは５名中２名
が女性ということです。ほんとにその女性のリー
ダーで社内が動いている、もちろん男性も活躍して
もらってるんですけれど、そういうふうに思ってい
ます。
　なかなかそこに行くまでに、やはりいろいろな抵
抗がありました。それから、昔からの女性に対する
概念というかそういうのがあって、こういうことは
できないだろうとか、こういうのには向いてないだ
ろうとかいろいろあるんです。それから子育てとか
は女性が向いてるので女性がすべきとか、家事とか
もそうなんですけど、そういうのをやっぱり１つ１
つ払拭して、これらも男女で協力してやっていくべ
きだっていう立場で進めてきました。
　最近子どもさんができた方がいるんですけど、男
性社員で、男性育休を本人の希望で６ヵ月取られま
した。その間やっぱりサポート体制もしっかりする
ようにして、今後は６ヵ月といわずほんとに１年と
か取っていただいたらいいなっていうふうに思って
るんです。それで、母親と父親が一緒に協力して子
育てをしていくっていうのが非常に大事だろうと思
います。そのためには、昔からの男性が仕事をして
女性が家庭を守るとか育児をするとか、そういう固
定概念をやはり取り除いてもらわないといけないな
というふうに思っています。それぞれの特色を生か
しながら、仕事もそれから家庭もやっていくべきだ
というふうに思って進めています。根本はやはり教
育だと思います。それと家庭で女の子には料理のつ
くり方を教えるんだけど男の子には教えないとかっ
ていう、そういう母親の姿勢を変えることが必要な

− 59 −



んじゃないかと思います。女性も同じなんですけど、
男の子であっても料理とかそれから家事とかいろい
ろなことが自立するためにできるようにしていくべ
きだろうというふうに思っています。
　小室さんていう政府のほうの施策にも重要な位置
で関わってらっしゃる方で、ワーク・ライフバラン
スの社長さんをなさってる方がおいでます。その方
が、日本には地下に足元に金塊がいっぱい埋まって
るんだっていうふうにおっしゃってて、それは女性、
若い女性のことなんです。平等に教育を受けたにも
関わらず女性にはそれ相応の仕事をさせてないって
いうか、そういったのが非常に日本のマイナスに
なってるし、今のこの人口減少の中では女性の力を
ほんとに出してもらうっていうか、女性に活躍して
もらうっていうことが非常に重要だというふうに
思っています。
　何かストレートな答えにはなってないかもしれま
せんけれど、そういった観点で弊社では女性活躍を
進めてきましたし、ほかの女性経営者の皆さんとも
連携して、そこの環境を整えていきたいというふう
に思ってやっております。どうもありがとうござい
ました。

（東森さん）
　ありがとうございます。前半の部分の感想では激
励もいただいておりますので、この後頑張らなけれ
ばいけないかなというふうに感じた次第です。あり
がとうございました。
　あと残り数分なんですけど、あと１問だけ質問を
お受けしたいと思います。いかがでしょうか。どな
たかいらっしゃいませんでしょうか。では、お願い
します。マイクが今参ります。

（石川常務理事）
　すいません、手が挙がらないようなので質問をさ
せていただきます。自治研究センターの石川といい
ます。柳川さんに質問です。高知のことが大好きで
高知に移り住んでいただいて、ほんとにありがとう
ございます。柳川さんが言われた中で、高知のいい
ところ、高知に惹かれたところとして大自然、そし
て食べ物のおいしさというような話をされた一方で、
そういったポテンシャルをまだ十分生かし切れてな

いんじゃないかというお話もされていました。それ
はどういうところの努力とか工夫が足りないのか。
やっぱり我々地元にいたら分からない部分もあって、
少し客観的な目で見て気のつく点とかあったら教え
ていただきたいと思います。よろしくお願いします。

（東森さん）
　お願いします。

（柳川さん）
　ちょっと答えになるかどうか分からないんですけ
ども、私、結構高知の大自然の中でも川が好きでし
て、高知には仁淀川とか物部川とか、あと四万十川
とかいろんな川があって、全部それぞれ特徴があっ
て素晴らしいものだなというふうに感じています。
大学時代にはバイクに乗っていて、よく大学の空き
コマとかで鏡川の上流とかでなんか足をちゃぷちゃ
ぷさせに行ったりとかしたんです。私は川に行った
ら眺めるとか足をちゃぷちゃぷ、それで十分なんで
すけども、高知出身の夫と結婚したんですけど、夫
から見たらそれは変なふうに思えるらしくて、「何
で飛び込まないの」っていうふうに言われまして、
全身でつからないと川じゃないじゃんみたいなこと
を言われています。川一つとっても、私県外から来
ていて、もう川がきれい、もう眺めるだけで十分っ
ていうその視点と、高知育ちの夫からしたらその川
は飛び込むものだと、全身で味わうべきものだって、
そういう何て言うんですか、認識の齟齬があるか
なっていうふうに思いました。
　実際に具体的な方策をと言われるとなかなか難し
いんですけど、そうですね、高知の子どもたちって
昔から自然がすごい身近にあるのかなと思っていて、
できるかどうかは別として、高知の子どもたちの１
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日をドキュメンタリーみたいな感じで動画に撮って
きて、それを日本中の親御さんたちに見せて、えっ
高知ってこんなに遊べるんだみたいなところを広め
ていったらどうでしょう。都心の人はよく長野とか
に行って満足しているので、もっと高知でダイナ
ミックに大自然を味わっていただきたいなというふ
うに思います。答えになってますかね。すみません、
まとまらなくて。

（東森さん）
　ありがとうございます。でも、その川一つとって
も認識の差があるという、おそらくそのほかにもた
くさんのギャップというんですかね、感じてらっ
しゃると思います。

（柳川さん）
　ありますね。

（東森さん）
　あと、やっぱり動画で撮って配信するっていうふ
うなのがなかなかいいアイデアですよね。

（柳川さん）
　今若い人は何で情報を集めるかっていったら、
ホームページの検索かインスタグラムで動画を検索
するとかやと思うんです。自分の写真だけだとどう
しても伝わらない部分とかもあったりしますし、加
工とかも結構あったりするので、だったら動画のほ
うが間違いない大自然が伝わるんじゃないかなと個
人的には思います。

（東森さん）
　ありがとうございます。よろしいでしょうか。
　それではお時間参りまして、お二人２問だけのご
質問ということになりました。登壇いただきました
皆様もまだまだ語りつくせないことがあったのでは
ないかというふうに思います。
　拙い進行でございましたけども、なかなかまとめ
きれなかった部分もございます。共通して出てきた
ワードをつなぎ合わせると、やっぱり何か１つの形
になって多くの人に知ってもらって呼び込む。それ
が先ほど中澤先生がおっしゃられた４つの視点を具

体的に見える化することによって、人口の多い少な
いに限らず高知らしさというものを県民にもあるい
は県外の方々にも知っていただけて、さらなる活性
化につながるのではないでしょうか。単に人が増え
たとか減ったとかいうことで一喜一憂することでは
ない部分も大いにあろうことかと思いますし、先ほ
どご質問いただきましたように女性の活躍を私たち
男性側ももっともっとしっかり理解をして、そうい
うフィールド、場所を高知につくっていくというこ
とはとても大事なことだというふうに思います。最
後ちょっとご質問者の方のお言葉をもお借りしてま
とめとさせていただきたいと思います。
　限られた時間ではございましたけども、皆様ここ
までお聞きいただきまして誠にありがとうございま
した。以上をもちまして、第２部のパネルディス
カッションをお開きとさせていただきまして、この
後進行の方にマイクをお返ししたいと思います。ご
登壇いただきました４名の皆様、ほんとにここまで
ありがとうございました。

（司会）
　ありがとうございました。改めて、基調講演いた
だいた中澤先生、そしてパネリストの皆様、コー
ディネーターの東森さんに感謝の拍手をいただけれ
ば幸いです。ありがとうございます。
　それでは最後に、高知県自治研究センター常務理
事の石川のほうより閉会のご挨拶を申し上げます。
高橋さんからご質問のあった件も含めて、挨拶の中
で触れていただきますのでよろしくお願いします。

（石川常務理事）
　皆さん、大変長時間お疲れさまでした。繰り返し
になりますが、壇上の皆さん、長時間ありがとうご
ざいました。感謝を申し上げます。閉会にあたりま
してひと言ご挨拶を申し上げます。
　高橋さんのほうからもお話をいただきましたが、
このパネルディスカッションの前段に５回の連続セ
ミナーを開催してきました。そこで出された「日本
の等身大の姿を見つめる」というテーマで５回の連
続セミナーやったんですが、その中で出された人口
減少、そしていびつな東京への一極集中、そういっ
たものを考えた時に、その課題を、フィールドを高
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知にひきつけて考えようということで、最後にこの
まとめのシンポジウムを本日開催をしたところであ
ります。パネラーの皆さんが３人とも女性だったと
いうことでお褒めもいただいたんですが、これが全
員男性だったら、何で女性がいないんだというお叱
りを受けるところだったと思うんですが、３人とも
女性にすれば叱られることはなくて多分褒められる
んではないかなというねらいどおりでした。ありが
とうございました。
　ということで、宿題もいただきましたので、今後
は当然このとりまとめを冊子にもしますけれども、
本日出された課題を自治研究センターとしても少し
集約をしながら、できれば提言のような形で県なり
に出していく。そういった作業も進めていきたいと
いうふうに思っておりますので、そのことも合わせ
て付け加えさせていただきたいと思います。
　ということで、人口減少は止められないにしても、
この高知でそれに代わるといいますか、それとは違
う新たな価値あるいは選択肢をどうやって我々自身
が見いだしてつくっていくのかということで、今後
の私たち自身の、皆さんも含めての行動の、考えの
１つの指針に参考に少しでもなればこれ以上の幸い
はないと思っております。今後ともよろしくお願い
したいということを申し上げまして、閉会の挨拶と
させていただきます。本日はどうもありがとうござ
いました。

（司会）
　長時間にわたりありがとうございました。先ほど
石川のほうからも申し上げましたように、人口減少
の中どう生き残っていくのか、どう再生を図るのか、
これ当センターの大きな課題でもございます。今２
つ研究チームを設置しています。１つは「公共交通
から考える 2040 年の高知のまちづくり」です。も
う一つは「地域運営組織研究」、これは集落活動セ
ンターとあったかふれあいセンターの連携の問題を
研究しています。どっかの時点ではまたこれらの研
究に絡んで、皆様方にもお声をかけさせていただい
てこのようなシンポジウム等を開催させていただく
ということになろうと思ってます。
　当面決まってるのは、これは地域運営組織研究に
ついてでありますが、11 月に福岡の 75 歳以上のお

ばあちゃんビジネスをやられている方を講師に迎え
ながら、産業施策と福祉施策の融合・結合を目指す
という内容のシンポジウムを 11 月に開催すること
を計画しておりますので、またそれぞれの皆様方に
はご連絡差し上げます。ぜひともご参加いただくよ
うにお願い申し上げまして、長時間にわたるご参加
に感謝申し上げながら本日のシンポジウム閉会して
いきたいと思います。ほんとにありがとうございま
した。
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【 資　料 】

1. 連続セミナー「日本の等身大の姿を見つめる」の開催状況

（１）各経済指標から見える日本の立ち位置と処方せん（2022.9.21）
　　　講師　YOO BYUNG KWANG（兪　炳匤（ゆうへいきょう））　さん　
　　　　　　（神奈川県立保健福祉大学大学院教授）

（２）「出る杭」を育てる教育と受容する社会（2023.3.28）
　　　講師　黒川　清　さん
　　　　　　（東京大学政策研究大学院名誉教授）

（３）忖度メディアに未来はあるか（2023.10.29）
　　　講師　斎藤　貴男　さん
　　　　　　（ジャーナリスト）

（４）行き過ぎた一極集中からの転換を（2024.12.1）
　　　講師　片山　善博　さん
　　　　　　（大正大学公共政策学科教授）

（５）日本の真の実力と高知の可能性（2025.3.16）
　　　講師　藻谷　浩介　さん
　　　　　　（日本総研主席研究員）

2. 連続セミナー（１）（４）（５）における提言（メモ）

世界の中の日本経済

〈YOO BYUNG KWANG （兪　炳匤（ゆうへいきょう））さん〉
〇世界的に経済のブロック化（自給自足が可能な経済圏）が進んでいる。日本はこれらに入れない。
　　中国、ＥＵ、アメリカ、インド
〇日本の国際的競争力ランキングは凋落している。	
　　　　　　　↓
●韓国、台湾とのブロックづくりへ
●日本再生のためには「負けを減らす」＝輸入を減らす
　　食べ物、自然エネルギーの自給
　　将来生き残る社会資本産業における安定した雇用創出
　　実質賃金、生活水準の向上
　　その中心になるのは非営利部門
　　　非営利の民間部門、地方自治体を含んだ政府
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〈藻谷浩介さん〉
〇世界標準（ドルベース）で凋落する日本経済
　2011 年度をピークに名目 GDP（人口１人当たり）減少
　　その要因は、アベノミクス（異次元緩和）
〇ドルで見れば輸出額は高位安定。2023 年度輸出は円で見れば史上最高だが、
　輸入急増で貿易赤字に転落
〇日本が経常赤字の相手国
　　化石燃料産出国に対しては大赤字
　　　中東　△ 10 兆円
　　　オーストラリア　△４兆円
　　常時赤字国
　　　イタリア、スイス
　　　　　　　↓
●イタリア、スイスに学ぶ
　　観光立国、手作りブランド王国
　　高い人件費、短い労働時間
　　農山漁村に経済力、競争力がある
　　地域意識がとても強く地産地消が当たり前

少子化と人口減少の今とこれから

〈藻谷浩介さん〉
〇 1975 年～ 2024 年の後期高齢者と乳幼児（０～４歳）の推移
　　高齢者　　280 万人→ 2000 万人
　　乳幼児　　1004 万人→ 410 万人

〇 2019 年～ 2024 年の総人口の増減率、若者人口（15 ～ 44 歳）の増減率推移
　　　　　　　総人口の増減率　　若者人口（15 ～ 44 歳）の増減率
　　東京都　　　　＋１％　　　　　　　　△３％
　　高知市　　　　△４％　　　　　　　　△ 13％
　　香南市　　　　△１％　　　　　　　　△６％
　　大豊町　　　　△16％　　　　　　　　△26％
　　北川村　　　　△７％　　　　　　　　△２％
　　　　　　　　　　　　　　　↓
　東京でも若者は減っている。それは東京の出生率が低いから。
　東京に人が集まるほど子どもが消える

〇 2019 年～ 2024 年の高齢化率、後期高齢者増減率、乳幼児増減率の推移　
　　　　　　　高齢化率　後期高齢者増減率　乳幼児増減率
　　東京都　　　23％　　　　＋ 12％　　　　　△ 16％
　　高知市　　　31％　　　　＋ 14％　　　　　△ 21％
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　　香南市　　　32％　　　　＋ 14％　　　　　△ ７％
　　大豊町　　　60％　　　　△ 12％　　　　　△ 43％
　　北川村　　　44％　　　　△ ８％　　　　　△ 20％
　　　　　　　　　　　　　　　↓
　過疎地では後期高齢者は減り始めているが、都会では急増中。
　　　　　　　　　　　　　　　↓
　過疎地から先に高齢者が増えなくなり若者を受け入れる一部の過疎地は子どもが再増加して、
　都会より先に再生に向かう。

〈片山善博さん〉
〇東京だけが大きくなっているが、若い人の人口は減っている。
　＝東京は出生率が極端に少ない。
〇地方圏から東京圏への流失に歯止めがかからない（特に若い女性）
　　　　　　　　　　　↓
　10 年、20 年後の東京圏は悲惨な状態になる。
〇地方創生が失敗した理由
　1. 地方が真剣に考えてこなかった
　2. 地方同士の奪い合いに終始した
　3. 地方創生予算の横流し

〇働き手不足にどう対応するかが最大の課題で、生産性向上が鍵になる
　　　　　　　　　　　↓
●ひとり一人がこれまで以上に能力を発揮できるようにする環境づくり
　　　　・ジェンダーギャップの解消等

地域活性化へのヒント

〈藻谷浩介さん〉
●確かに高知県民の所得の水準は、東京の６割、大阪の８割だが、家賃や食費の違いはもっと大きい！
　住居費や食費が安い地元で暮らすのが断然お得！

〈片山善博さん〉
●真の地域創生には地域本位に考える力が必要
　　　　　　　　　　↓
　　自治体が国の言いなりにならず「国の言うことも聞く」姿勢を持つ
　　地方に魅力ある仕事をつくる
　　　　・エッセンシャルワーカーの重視
　　　　・教育環境格差解消に向けた努力
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